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第一章「ダイエット料理を召し上がれ」












　ゼーン王国随一の名家であるライニンゲン公爵家では、領地の屋敷で季節ごと、行事ごとに晩餐会が開催される。そのたびに厨房は日中から戦場となる。何せ招待客が少ない時でも四十人。場合によっては百人以上になることもあるからだ。

　今夜の春の晩餐会の招待客はなんと親族、貴族の知人、友人を含めて百二十人。全員にフルコースを提供しなければならない。

　三人いる専属料理人だけではとても手が足りず、メイドたちも総動員で料理を手伝っていた。

　その中でもクリームヒルトは若干十六歳だったが、その手際のよさから全料理人に次から次へと声を掛けられていた。

「クリームヒルトぉ！　次はこっちを手伝ってくれ！」

「はいはーい！　何をすればよろしいですか？」

「アイスバインの続きを頼む。あとは全部お前に任せるから」

「ええっ、でも、私、まだここに来て半年ですし……」

「お前がいいんだよ。一番料理と盛り付けのセンスがあるからな。メイドにしておくのがもったいないくらいだ。ほら、任せたよ！」

　アイスバインとは骨付きの豚すね肉をローリエなどの香辛料と塩漬けにし、香味野菜を合わせてじっくりと煮込んだ料理である。茹でたジャガイモとキャベツの酢漬け、ザワークラウトと合わせて味わうのが一般的だった。

　近頃貴族にも平民にも人気の料理で、メインディッシュの一皿として必ず提供されている。

　クリームヒルトはタマネギ、ニンジン、セロリを手早く切り刻むと、漬け込んであった肉とともに鍋に放り込んだ。沸騰したのちに火を弱め、アクを取りながら煮込んでいく。

　煮込みには約四時間かかるのだが、その間他の手伝いをしつつも目を離さず、時折掻き混ぜて味見をした。

　同僚のメイドが感心したのか、くるくる立ち働くクリームヒルトに声を掛ける。

「クリームヒルトってなんでもできるけど、料理が一番うまいわよね」

「ありがとう！　料理が一番好きなの」

　公爵家に来るまでの日々を思い出す。

　――クリームヒルトは身分を隠して働いているが、実はそれなりに裕福だった男爵家の出身である。

「だった」と過去形なのはすでに実家は断絶したとされているからだった。

　クリームヒルトはブルクハウス男爵家に生まれ、一人娘だったため両親に溺愛されて育った。

　ところが、子爵だった父は七年前事故で亡くなり、ショックを受けた母は精神の安寧を求め、まだほんの子どもだったクリームヒルトに依存。それだけでは足りずに怪しげな新興宗教に入信。父の霊に会えるからと囁かれ、言われるままに財産を寄付。気が付くとすっからかんになっていたという、なんとも悲しい経緯があった。

　それでも、母が死んだ父に会えると信じたまま、心安らかに亡くなったのは、まだ救いだったとクリームヒルトは考えている。

　男爵家が没落後、独りぼっちとなったクリームヒルトには、遠縁の親族や数多くの男性から救いとは呼べない手が差し伸べられた。

「なんて気の毒なお嬢さんなんだ。僕の手を取ってくれさえすれば、今まで通りの贅沢ができるよ。綺麗なドレスも、高価な宝石も、山海の珍味も思いのままだ」

　意訳すれば「愛人になれ」だ。「後妻になれ」もあった。

　なぜ引く手あまただったのかと言えば、クリームヒルトはさらさらの栗色の髪に同じ色の大きな目、十四歳の少女にしてはち切れんばかりの乳房とミルク色の肌という、男性にとって魅惑的な肉体だったからだろう。

　男性たちの中にはクリームヒルトと親子どころか、祖父と孫ほど年が離れている者もいた。怖気を振るう前に呆れてしまった。

　クリームヒルトにとって幸いだったのは、幼い頃から母を支えていたことで、精神的な成熟が早く、すでに大人顔負けのしっかり者になっていたことだろう。ロリコンの愛人や後妻になるよりはマシだし、養うのが自分一人ならなんとかなると考え、街へ住み込みで働くつもりだからと、丁重にすべての男性の申し出を断った。

　ところが、数人の男性はクリームヒルトのことを諦めきれなかったらしい。しつこく言い寄ってきただけではなく、身の危険を感じるほどの執着を見せた。だから、ある夜思い切って誰にも何も告げず、小さなカバン一つで生まれ故郷をあとにしたのだ。

　その後、姓を捨てて親切な商家のメイドに就職。一年後その商家が隣国のフェラン王国に引っ越すので、今までの働きを評価されて推薦状をもらい、ライニンゲン公爵家の住み込みとなったのだ。

　ちなみに、推薦状には「料理が得意」と書かれていた。クリームヒルトは貴族の令嬢として育ったので、平民よりは日々美味しいものを食べていた。それらの料理をあり合わせの材料で再現し、商家の主人夫妻をいたく感動させたのだ。

　恐らく、生まれつき料理の才能があったのだろう。一口食べれば大体の材料と分量がわかる。どう改良すればより美味しくなるかもわかる。その才能を公爵家の料理人もすぐ見抜いたようだった。

　――アイスバインは四時間と十分煮込んだ末に、ようやくクリームヒルトの理想の味と舌触りになった。

　続いてだだっ広い調理台に並べられた皿に順に盛り付けていく。

　ただ皿に載せればいいわけではない。彩りよく食欲を刺激させなければ意味がない。

　肉を骨が見えるようにして左に寄せ、ザワークラウト、茹でたジャガイモ、マスタードをバランスよく並べる。最後に色鮮やかな緑のディルを添えれば完成だった。

　ちょうどメインディッシュをサーブする頃になっている。

　忙しなくやって来たメイドたちが、「メインディッシュ持っていくね！」と、皿を盆に載せ厨房から姿を消した。

「クリームヒルトぉ！　シュペッツェレのソース頼んだ！」

「はぁい！」

　シュペッツェッレは鶏卵、小麦粉、塩で作る麺の一種である。モチモチとした食感がどんなソースにも合うのだが、しっかりした味付けの肉料理のあとに来るので、今日はキノコのクリームソースにした。味に奥行きがほしかったのでチーズをほんの少し加えておく。

　すべての作業が終わる頃には、働きっぱなしで足が棒のようになり、日中から何も口にしていなかったのでお腹がペコペコになっていた。

「料理長、そろそろ休憩に入ってもいいですか？」

「ああ、いいよ。ご苦労様。そこに賄いがあるから持って行くといい」

　余ったアイスバインの肉を薄切りにし、ライ麦パンに挟んだサンドイッチだった。

（あっ、すごく美味しそう）

　布に包んで疲れた足を引きずってふらふらと外に出て行く。今夜は春の月明かりが美しい。ランプなしでも外を歩けるほどだった。

　使人用の裏口近くには飲料水用の井戸がある。そこから水を汲んで持参のコップに入れ、裏口の段差を椅子代わりに腰掛けた。

　早速大口を開けてアイスバインサンドイッチを感じる。ライ麦パンに染み込んだ香ばしい肉汁が口いっぱいに広がり、思わず「美味しい！」と声を上げた。

（でも、ニンニクをもうちょっと入れてもよかったかな？　今度試してみよう）

　料理には絶え間ない改良が求められるとクリームヒルトは感じている。美味を追求するためには時間も手間も惜しくはなかった。

　どこからか泣き声が聞こえてきたのは、サンドイッチの二つ目を平らげ、水を一気飲みしていた時のことだった。

（……？　誰かいるの？）

　鼻を啜る音も聞こえてくる。

　首を傾げつつ辺りを探すと、薪置き小屋の壁に背を付けてしゃがみ込み、身なりのよい少年がシクシクと涙を流していた。

「坊ちゃま？　坊ちゃまじゃないですか。こんなところでどうされたんですか？」

　坊ちゃまとはライニンゲン家の嫡男、オスカーの呼び名である。先月十三歳になったばかりだった。

　嫡男とは言っても現公爵の息子ではなく孫だ。公爵の一人息子はオスカーが生まれる前に夭折しており、オスカーの母親はオスカーが生まれて間もなく亡くなっている。

　息子夫婦の唯一の忘れ形見であり、跡継ぎだからだろう。公爵のオスカーへの力の入れようは並々ならぬものだった。一流の家庭教師を付け英才教育を施したのだ。

　その甲斐あってオスカーは賢く育ったのだが、運動は乗馬も剣術もからきしできない。おまけに、六歳の頃に病を患って以来、体全体がむくんで太り、身長も伸びていない。

　本人はそんな自分の体格を恥じているのか、外出や人前に出るのを嫌うので、肌の色が不健康に青白く顔色も悪い。そんなわけで使用人たちからさえも、「白豚坊ちゃん」とひどいあだ名を付けられていた。

　クリームヒルトは、オスカーは痩せさえすれば、絶世の美少年になるのではないかと感じていた。確かに横に伸びてはいるものの、顔立ちは人並み以上に整っており、純金さながらの見事な金髪も琥珀色の瞳も美しいからだ。だが、まず体格が目に入ってしまうのだろう。

　――クリームヒルトから名を呼ばれオスカーは顔を上げた。

「き、君はメイドのクリームヒルトじゃないか。どうしてこんなところに……」

「休憩をいただいております。こんなところでどうされたんですか？　そろそろ晩餐会のデザートの時間では？」

　公爵家の後継者ということもあり、オスカーはまだ子どもではあるものの、晩餐会には大抵出席している。なのに、何をしているのだろうかと首を傾げる。公爵に断りなく抜け出てきたのなら、連れ戻さなければならなかった。

　オスカーは理由を教えたくはないのか口を噤んでいる。

　クリームヒルトはオスカーの隣にしゃがみ込んだ。

「坊ちゃま、もしちゃんとした理由があるのなら、連れ戻すなんてことも、旦那様に告げ口もしません。今夜の月と神様に誓います」

「えっ……」

　オスカーは躊躇っていたものの、やがて重い口を開いて、「皆僕を馬鹿にする」と涙声で訴えた。

「チビでデブで白豚みたいでみっともないって……。アルフレートに笑われて……。なのに、まだ食べるのかって……。だから、何も食べたくなくて出てきたんだ」

　アルフレートはオスカーの五歳年上の、公爵の弟の孫息子である。褐色の巻き毛の美少年で、出来もよいと一族内で評判だった。

　卑怯なことに、公爵の耳に入らぬよう、声を潜めて隣の席のオスカーの耳に悪口を囁き、その上テーブルの下で足を蹴ったのだそうだ。抵抗できないと知った上でのことだろう。

「アルフレートだけじゃない。大叔父様も僕がライニンゲン家の跡取りになるのは不安があるって……。王都の寄宿学校に入れて鍛えた方がいいんじゃないかって……」

「まあ、何ですって！」

「旦那様はなんておっしゃったんです」

「それもいいかもしれないって……。寄宿学校では陸軍での訓練もあるから、僕ももっと痩せて、背が伸びて、勇敢になれるかもしれないって……」

「まああ！」

　クリームヒルトは我が事のように腹が立った。

　公爵としては将来ライニンゲン家の当主となるべく、不甲斐ない孫息子をなんとか鍛え上げたいのだろう。だが、アルフレートたちは違う。オスカーをライニンゲン家から追い出し、自分たちが跡継ぎの後釜に収まろうとしているのだ。

　名家にはありがちな話なのだが、オスカーの人柄を知り、好感を抱いているクリームヒルトには腹立たしくてならなかった。

「坊ちゃま、アルフレート様の悪口なんて気にされなくてもいいですよ。坊ちゃまにはいいところがたくさんあるじゃありませんか」

　オスカーは気弱ではあるが、賢くそれを奢ることもなく優しい。メイドに過ぎないクリームヒルトを名で呼ぶのは、その名を覚えてくれている証だった。クリームヒルトだけではない。恐らく使用人全員の名を把握している。

　自分たちの優位性を疑わない一部の貴族にとって、使用人はいくらでも替えがきく家畜のようなものだ。クリームヒルトは貴族の身分と名を捨て、平民になったからこそ、そうした貴族が平民の女にどんな仕打ちをするのかを知っていた。

　公爵などはそもそも貴族以外に興味がなく、使用人を呼び付ける時は「おい」「そこの」としか呼ばない。家畜の名を覚える必要などないからだろう。

　それくらいなら遙かにマシで、メイドが貴族の主人に手を出され、半ば無理矢理愛人にされる話には枚挙にいとまがない。子が生まれても責任など取るはずもなく、未婚で身籠もるなどふしだらな女だからと放り出す。

　そして、彼らの子どももそんな大人たちの振る舞いから、使用人の女などはそう扱ってもいいのだと学習する。

　アルフレートたちも例に漏れずそうした人種で、大叔父には認知されない庶子が何十人もいるが、正妻が生んだ子どもたち以外は放置されていると聞いている。

　アルフレートもまだ十四歳なのに、そんな祖父を見習って使用人たちだけではなく、一体どんな根拠からなのか知らないが、本家の嫡男であるオスカーをも見下しているのだ。

　だが、オスカーはそんな貴族の悪習に毒されていない。そうした生来の心の優しさは何より素晴らしいもののはずだ。

　クリームヒルトはオスカーの顔を覗き込んだ。

「坊ちゃま、坊ちゃまはアルフレートを見返されたいですか？」

　オスカーは蚊の鳴くような声で答えた。

「見返したいっていうよりは、自信を持ちたい……」

　自信を持って堂々と反論できるようになりたいのだという。

「でも、僕はチビデブだし、どれだけ頑張っても痩せないんだ。背も伸びなくて……」

「頑張るってどんなことされたんですか？」

　聞けば一日三食のうち二食を抜いているのだという。

「運動はされていますか？」

「ううん。運動はそんなに……。体が重くて思うように動かなくて」

「まあ、いけません。そんなに食事を抜くとかえって太ってしまいますよ。きっと一食でたくさん食べているんでしょう？」

　クリームヒルトは「う～ん」と唸り、腕を組んで黙り込んだ。

（ダイエットをするなら肉、魚、卵をしっかり取って、油は控えめにしないと。パンや甘い物だって我慢しすぎはよくないわ）

「坊ちゃま」とオスカーに語り掛ける。

「もし坊ちゃまが希望されるのでしたら、私が坊ちゃまにダイエットメニューを組んで差し上げます」

「だ、ダイエットメニュー？」

「ええ。食事制限やメニューを変えるだけではなく、運動もしていただかなくてはなりませんが……。時間は掛かりますが必ず痩せますよ」

　オスカーは目を見開いてクリームヒルトを見つめていたが、やがて「……うん。やってみたい」と呟いた。

「クリームヒルト、目を見ればわかるよ。君は嘘をついていないし、僕の気持ちを考えてくれているんだって」

「決まりですね！」

　にっこりと笑って最後のアイスバインのサンドイッチを差し出す。

「では、まずこのサンドイッチを食べてください。これもいいダイエット料理なんですよ」

「えっ、でも、肉って太るだろう？」

「いいえ。豚のすねはロースや肩の肉に比べると脂肪分が少ないんです。プルプルした食感は脂ではなく、タンパク質の一種なんですよ。ライ麦パンも普通の小麦のパンよりもずっと栄養価が高いのに、太りにくいと言われているんです」

「そうだったんだ……。全然知らなかった」

　オスカーはおずおずとサンドイッチを受け取ったが、すぐにはっとしてクリームヒルトに返そうとした。

「でもこれ、君の夕食なんだろう？　悪いよ」

「いいんですよ。私も最近味見ですっかり太ってしまって、ダイエットしなきゃならないと思っていたところですから」

「でも……」

「じゃあ、こうしましょう」

　クリームヒルトは一端サンドイッチを受け取ると、笑顔で半分に割って片方をオスカーに渡した。

「半分こです」

「あ、ありがとう……」

　オスカーは嬉しそうに微笑み、なぜか頬を染めてサンドイッチを口にした。

「あっ、美味しい。すごく柔らかくて……」

「でしょう？　今夜は私が煮込んだんです。仕込みも一部手伝いました」

　オスカーは夢中になってサンドイッチを平らげた。

「僕、本当に痩せられるかな……？」

「もちろんですよ」

　クリームヒルトは豊かな胸をバンと叩いた。

「このクリームヒルトにお任せください」






　――オスカーは午前六時に目覚め、自室で洗顔と身支度と朝食。平日午前九時から正午まで家庭教師と勉強。正午から午後一時までは昼食。その後勉強を再開して四時まで続け、午後六時から夕食を取るスケジュールになっていた。

　ちなみに、公爵は執務で書斎に籠もり切りになることが多く、年齢もあって食事の回数は一日二回で、軽食で済ませることが多い。オスカーと食卓をともにするのは土日と晩餐会くらいであるのが幸いし、クリームヒルトは自由にダイエットメニューを組むことができた。

　まず、クリームヒルトは朝食前、庭園内でいいのでまずは十五分、朝食前に軽く歩こうと提案した。

「えっ、それだけでいいの？」

「はい。私もご一緒させていただきます。どうしてもお腹が空くようでしたら、果物を一つ位なら召し上がってもよろしいですよ」

「ううん、大丈夫。我慢できるよ」

　とはいえ、運動が習慣になっていなかったオスカーには、その十五分間ですら疲れたようで、終わる頃には荒い息を吐いていた。だが、クリームヒルトも一緒だったからか、どうにか最後まで頑張った。

「明日もやることになりますがよろしいですか？」

「うん……大丈夫」

　一度決めるとやり通す性格なのだろう。オスカーは泣き言を言わなかった。

「ああ、お腹がペコペコだよ。このままじゃたくさん食べてしまいそうだ」

　汗を拭いつつ部屋へ戻る。

　クリームヒルトは一端厨房へ引っ込み、台車に朝食を載せて再びオスカーの部屋へ向かった。

「まず、朝食はしっかり食べなければなりません」

　朝陽の差し込む窓辺のテーブルの上に皿を並べていく。今朝のメニューはオムレツ、野菜スープ、ライ麦パンである。

「坊ちゃまはまだ成長期ですしね。痩せつつ大きくならなければなりませんし」

「そんなことは可能なの？」

「可能です」

　きっぱりと言い切り下がろうとしたのだが、「ちょっと待って！」と慌てて呼び止められた。

「クリームヒルト、全然量が減っていないように見えるけど、本当にこれで痩せられるの？」

「ええ、痩せられます。まず、このオムレツですが、バターはまったく使っていません。代わりに風味付けにちょっとだけチーズを混ぜ込んでいます。それと、この野菜スープはアイントプフと言って、トマトをベースに牛肉、タマネギ、ニンジン、ジャガイモ、レンズ豆を入れて煮込んだものです。野菜たっぷりで太りにくいですしお腹に貯まりますよ。あっ、ジャガイモとレンズ豆の量は控えめにしてあります」

　アイントプフは平民の家庭では屑肉と余り野菜でよく作られるスープだ。ベースはなんでもいいのだが、今回はトマトにしておいた。痩せるのにいいと聞いたからだ。

「スープはお代わりされてもいいですよ」

「えっ、本当？」

「はい。油をほとんど使っていないんです」

　オスカーは恐る恐るスープを一口飲んだ。

「わっ、色んな野菜の味がする！」

「本当は野菜の形を残しておくんですけど、消化をよくしたかったので、くたくたに煮込んでみました」

　時折オスカーはライ麦パンをスープに浸しながら、スープを美味しそうに味わっている。クリームヒルトもその姿を見るとなんとなく嬉しくなった。

「クリームヒルトはなんでも作れるんだね」

「滅相もございません」

「ねえ、一つだけ聞いていい？」

「はい、なんでしょう？」

　オスカーは首を傾げつつ「君、メイドなんだよね？」と尋ねた。

「はい、その通りですが……」

「でも、なんて言うのかな。話し方も歩き方もすごく綺麗で、時々お嬢様みたいに見えて……」

　いきなり言い当てられ、クリームヒルトの心臓の鼓動が跳ね上がる。

（まさか、見抜かれた？）

　元令嬢だと決してバレないよう、口調も発音も所作も平民らしくしていたし、実際疑われたことは一度もなかった。なのに、まさかオスカーに指摘されるとは思わなかったので動揺する。

　世間には貴族の令嬢は通常どれだけ困窮しようと、働くなどもっての外だという常識がある。それくらいならどこぞの老人の後妻になった方がまだマシだという価値観があるのだ。

　もし公爵に知られた場合、面倒ごとはごめんだと解雇になるのは間違いない。ようやく生活が安定してきたのだ。そうした事態だけは絶対に避けたかった。

「以前の勤め先の主人の会話を聞いているうちに、なんとなく身についたんだと思います。メイドにも上品さを求める方で……」

「あっ、そうだったんだ」

　オスカーはさほど疑っていたわけではないようで、あっさり納得してまたスープを飲んだ。「オムレツにチーズを入れるとこんなに美味しいんだ！」と呑気に感動している。

（坊ちゃまってやっぱり賢いだけじゃないわ。人をよく見ていて鋭いしちょっと普通じゃない）

　今後は氏素性を悟られないようにしなければと気を引き締めた。






　――今日は土曜日であり天気がいい。

　そこで、オスカーとクリームヒルトは運動を兼ね、領地内を流れる小川近くにピクニックに来ている。

　公爵は現在陸軍の顧問となっており、国王と現将校らに呼び出され、一ヶ月は屋敷を留守にすることになっている。鬼の居ぬ間に更なるダイエットというわけだった。

「ああ、疲れた。でも、いい汗を掻いたよ」

　オスカーはハンカチで額の汗を拭い、クリームヒルトが木陰に敷いた布の上に腰を下ろした。

「はい、坊ちゃま、レモン水です」

「ありがとう。砂糖は入っている？」

「いいえ、蜂蜜が。味付けにちょっとだけですけど、それだけでも全然違いますよ」

　ダイエットを開始して半年が過ぎたが、オスカーは当初の白豚状態から、ぽっちゃりレベルまでに体重を落としていた。運動も当初は十五分がやっとだったのに、今では一時間歩き続けても息が切れないようになっている。

　本人は「なかなか痩せない」と悩んでいるようだが、クリームヒルトはこのペースでいいと考えている。痩せたいからと栄養不足になって、体を壊しては元も子もないからだ。

「クリームヒルト、今日の昼食は何？」

「はい。ホットドッグですよ。茹でたボックヴルストとザワークラウト、マスタードを挟んであります」

　ボックヴルストは粗挽きソーセージの一種で、一般的には粗挽きの豚肉と脂身に塩、白胡椒、パプリカを混ぜて腸詰めにする。だが、今回はオスカー向けに脂身の少ない七面鳥の肉を使っていた。

　ほどほどのパリッと感があり、ザワークラウトとパンとよく合う。パンはボッグヴルストとの相性と栄養を考えて、全粒粉の小麦粉から焼いたものだった。

「いただきます！」

　オスカーは大きな口を開けてホットドッグに齧り付いた。

「やっぱり晩餐会のご馳走よりも何よりも、クリームヒルトが作ったものが一番美味しいよ」

「あら、ありがとうございます」

「本当だよ？　僕、嘘を吐いたことはないんだから」

　クリームヒルトは確かにこの半年オスカーと接してみて、優しいだけではなく、真面目で正直なのだとも感じ取っていた。この美点を公爵も認めてくれればよいのにと内心溜め息を吐く。将来当主になるには頼りないかもしれないが、信頼を勝ち取るには大切な要素であるはずだった。

　オスカーはデザートのラズベリーを口に入れ、「甘酸っぱい！」と笑ってクリームヒルトにも勧めた。

「クリームヒルト、君も食べなよ」

「いいえ、坊ちゃまとメイドが同じものを口にするなど……」

「だって、一人だけ食べるなんてつまらないよ。ああ、そうだ。半分こだよ。だったらいいだろう？」

　いつかの自分が言った屁理屈を利用され、クリームヒルトは苦笑しつつラズベリーを受け取った。

（坊ちゃま、痩せて体力がついてきたからか、だんだん明るくなってきたわ）

　それはクリームヒルトにとっても嬉しい変化だった。

　半年前のオスカーは俯きがちで、誰と目が合っても気まずそうに逸らしていたからだ。

「このあとはどうなさいますか？　お屋敷に戻りますか？」

「ううん、もう一歩きするよ。クリームヒルトが疲れていなければ……」

「私はメイドなのですから、こちらの都合は気にされなくていいのですよ」

「そんなの嫌だよ。だって、自分のことしか考えない僕なんて、僕自身が嫌なんだ」

「坊ちゃまったら……」

　明るくなるのと同時に、思い掛けない頑固さも見えてきている。自分にとっての正義を曲げるつもりはないところもそうだ。

「坊ちゃま、私も歩きたいと思っていたんです。さあ、行きましょう」

　その後二人で川沿いをのんびり歩きながら、何気ないお喋りを楽しんだ。

「来年、王都に行くかもしれないんだ。国王陛下が僕に会いたいとおっしゃっているみたいで……」

　オスカーの亡くなった父親は国王と仲がよかったのだそうだ。国王はオスカーの中に亡き友人の面影を見つけようとしているのだろう。

「具体的にはいつ頃ですか？」

「多分、春の園遊会にお祖父様と一緒に参加する形になると思う」

「なら、それまでにもっと絞っておかなければなりませんね」

「うん、そうなんだよね。陛下をがっかりさせたくはないし、お祖父様に恥を掻かせたくはないし……」

　園遊会にはこの王国の有力貴族ほぼ全員が招待される。ということは、オスカーの大叔父とアルフレートも来るということだ。

　使命感にメラメラとクリームヒルトの心の炎が燃える。

（なるほど、あの意地悪なドラ息子と顔を合わせることになるわけね。こうしちゃいられないわ）

　拳をぐっと握り締めオスカーを真正面から見据える。ほんの半年前まではクリームヒルトの身長の方が遙かに高かったのに、いつの間にか視線が同じ高さになっているのには気付かなかった。

「坊ちゃま、今日のウォーキングは二時間にしましょう。もちろん私もお付き合いいたします」

「ええっ!?　二時間って長くない!?」

「人生今生ですよ、ぼっちゃま。さあ、行きましょう！」

　屋敷に帰る頃にはすでに秋が深まりつつある頃なのに、屋敷に帰る頃には二人のシャツは汗だくになっていた。






　――このヴィンゼン王国の王都にある王宮の庭園は、広大な敷地が四区画に分けられ、春、夏、秋、冬、それぞれの季節に咲く花々や紅葉する木々が植えられている。

　春の今は真紅やピンクの薔薇が見頃で、東屋やアーチにはつるバラが巻き付き、春爛漫といった様相だった。

　噴水近くのスペースには長テーブルが設けられ、立食形式で軽食を取ることができる。貴族らは国王、王妃、王太子、王女を中心に、ワイングラスを手に華やかな社交を楽しんでいた。

「あ、あのう、坊ちゃま、本当に私も来てもよろしかったのでしょうか……？」

　クリームヒルトは冷や汗を流しつつ辺りを見回した。

　元令嬢ではあっても所詮は地方の男爵家出身。宮廷に招待されるほどの身分ではなかったので、緊張してせっかくの宮廷料理を楽しむどころではない。

　一方、オスカーはさすが公爵家の嫡男というべきなのか、堂々とした態度でワイングラスを呷っている。ただし、中身はワインではなくリンゴジュースなのだが。

　一週間前、オスカーは王都に出発前夜、オスカーはクリームヒルトを部屋に呼び出して、侍女としてついてきてほしいと頼んだ。公爵にはすでに許可を取ってあるからと。

『ええっ、私がですか!?　私はただのメイドですよ!?　宮廷でのマナーなんてわかりません』

『大丈夫。クリームヒルトは美人だし、ドレスを着れば高貴な侍女にしか見えないよ。もし僕が陛下の前で緊張して失敗しそうになったら、いつもみたいに落ち着かせてほしいんだ。クリームヒルトにしかできないんだよ』

　確かに、国王との謁見で失敗するなど許されない。オスカーの将来のためにも一肌脱ぐしかないと、覚悟を決めて付き添ったはいいが、かえって自分が緊張しているのが情けなかった。

　それに、侍女向けとは言えドレスを着るのは約二年ぶりだ。踵のある靴も同じで時々転びそうになるのが怖い。

（もうドレスを着ることなんてないと思っていたのに……）

　人生、何があるのかわからないと密かに溜め息を吐く。

　色味こそ紺色と地味だが、滑らかな肌触りから生地が高価なのがわかる。袖や胸元、スカートの裾についたレースは繊細かつ優美で、恐らく一着でクリームヒルトの数年分の給金額になると思われた。

（それに、本当に私の付き添いなんて必要だったの？　そんな風には見えないけど……）

　隣のオスカーにちらりと目を向ける。

　更なる半年でオスカーはぽっちゃりから標準体型――むしろ痩せ型にまで体重を落とし、結果、その容姿は一年前と別人かと思われるほどに変わっていた。会場で鉢合わせたアルフレートが見分けられなかったほどだ。

　アルフレートはワインで酔ったのか、ふらふらと歩いていたのだが、オスカーにぶつかり、「失礼しました！」と直立不動の姿勢を取った。一気に酔いが覚めたらしく恐縮している。

「どちらの家のご子息でしょうか？」

　オスカーは「僕だよ、アルフレート」と苦笑し正体を明かした。

「オスカーだよ。久しぶりだね」

「……!?　オスカー!?」

　アルフレートの目が大きく見開かれる。

（まあ、無理もないわよね……）

　十四歳になったオスカーは、背が貴族の同年代の少年の平均まで伸びた。それだけならアルフレートがこれほど驚くこともなかっただろう。

　痩せたオスカーはクリームヒルトの予想通り、会場中の注目を集める絶世の美少年となっていたのだ。

　癖のない純金を思わせる金髪は春の陽の光にキラキラと眩しく輝いている。長い睫毛に縁取られた琥珀色の瞳には知性の光が宿り、すっきりした頬の線と、通った鼻と薄い唇が完璧なバランスを取っていた。

　流行の詰め襟の少年向けの正装を身に纏ったその姿は、絵画にしか存在しない理想の少年の姿に見えた。

「嘘……だろ？　本当にお前オスカーなのか？」

「うん。頑張って運動と食事制限で痩せたんだ」

「……っ」

　いまだにオスカーだとは信じられないだろう。アルフレートは何度も目を瞬かせている。そこに、「……オスカーか？」と背後から声が掛かった。

　――国王アレクサンダーだった。

　たちまちアルフレートの背筋が伸びる。

「へ、陛下！　本日はお招きいただきありがとうございます！」

　オスカーも恭しく敬礼の姿勢を取った。

「初めてお目に掛かります。僕はフランツ・オイゲン・ライニンゲンが長子オスカー・カール・フォン・ライニンゲンと申します」

「……ああ、フランツの若い頃そっくりだな」

　アレクサンダーはアルフレートに目もくれず、眩しげにオスカーを見つめた。

「ライニンゲン公爵から聞いているか？　私とフランツは親友だったんだ」

「はい、お聞きしております。あいにく僕が生まれる前に亡くなりましたので、記憶にないのが残念なのですが……。もしよろしければ陛下と父との思い出をお聞かせいただけますか」

「ああ、ああ、もちろんだ」

　目でアルフレートに「下がるように」と命じる。アルフレートはショックを受けていたが、国王の命とあれば引き下がらざるを得なかったのだろう。唇を噛み締め一礼して身を翻して立ち去った。

　ここから先は国王とオスカーとの個人的な話になる。クリームヒルトも身の程をわきまえ下がろうとしたのだが、他ならぬオスカーに「ここにいてよ」と呼び止められてしまった。

「えっ、でも……」

「陛下、侍女をこのまま置いていてもよろしいでしょうか？」

「ほう？」

　国王は面白そうにオスカーとクリームヒルトに交互に目を向けていたが、やがてなぜか意味ありげに笑いつつ「許す」と答えた。

「オスカー、そなたいくつになった？」

「はい、十四にございます」

「侍女殿は？」

「あっ、は、はい、私は十七歳で……」

「そうか、そうか。年上か。それもよかろう」

　国王はしんみりした雰囲気からたちまち上機嫌になり、「若いとはいいことだ」と頷きつつオスカーと話を続けた。

　一方のクリームヒルトは居心地が悪い。

（私がこんな話を聞いてもいいの……？）

　オスカーの父のフランツの思い出話には、功績に纏わるものだけではなく、面白おかしい失敗談もあったからだ。

「あいつは堅物でなあ。せっかくの美貌なのに、女には欠片の興味も示さなかったんだ。そのせいで女の口説き方一つ知らず、そなたの母親に求婚する際にもえらく苦労していた。

　あれほど容姿と性格が一致しなかった男も珍しい。だが、どうやらお前はその辺は似ていないようで安心した」

「いいえ、私はまだ……」

「いい、いい、この私に隠す必要はないぞ」

　おまけに、オスカーが注目を集めているせいで、自分も招待客からチラチラ見られるのが辛い。

（ああ、早くお屋敷に帰りたい……。料理をしている方がずっと楽だわ）

　国王とオスカーの会話が終わる頃には、斜め後ろにただ立っていただけなのに、精神的な疲れでヨレヨレになっていた。

「それでは、またのちほど」

「ああ、ゆっくりしていくといい」

　オスカーに「クリームヒルト、行こう」と声を掛けられ、ほっと胸を撫で下ろす。

「陛下に気に入られたようでよかったです。あのう……私が話を聞いてもよろしかったんですか？」

　オスカーはくるりと振り返りクリームヒルトの目を真っ直ぐに見つめた。

「クリームヒルトだからよかったんだ」

「坊ちゃま……」

　その真剣な眼差しに心臓がドキリとする。オスカーが頼りない「坊ちゃま」ではなく、一人の少年に見えたからだ。

　同じく園遊会に招待されていた公爵に、「オスカー、来なさい。紹介したい人がいる。ただし、侍女は置いていけ」と声を掛けられるまで、オスカーは目を逸らさなかった。

「あっ、ごめん。お祖父様が呼んでいる。せっかくなんだから、宮廷料理を味わっていくといいよ」

「は、はい……」

（ああ、びっくりした）

　クリームヒルトは胸を押さえつつ、料理の並べられたテーブルに近付いた。

（坊ちゃま、あんな目をされることもあるのね。やっぱり男の子なんだわ）

　給仕係に頼み料理を盛り付けてもらう。

　まずは澄んだスープを一口飲んで目を見開いた。口の中一杯に牛スネ肉と根菜の滋味が広がる。

「あの、失礼します。このスープはなんという料理ですか？」

「はい、リンドスッペと申しまして、コンソメスープの一種ですね。中に入っている麺のようなものは、フリッターテンと申しまして、クレープの細切りです。スープとよく合うでしょう？」

　感動するクリームヒルトが面白かったのか、給仕係はお勧めの料理を次々と盛り付けてくれた。

「まずは前菜を……。こちらは豚肉の骨付きハム、バインシンケンのマスタード添え。それから鱒のフリット、カボチャのソースがけです。フリットの塩味とカボチャの甘味が絶妙のハーモニーです。続いては豚肩肉の赤ワイン煮込み、ジャガイモのクヌーデル添え。このジャガイモ団子が結構お腹に溜まるので、色々食べたければ少量で済ませたほうがよろしいかと……」

　どの料理も絶品で、自分の料理の腕前など、所詮宮廷料理人の足元にも及ばないのだと思い知らされる。

（うん、この味をしっかり覚えておこう。アレンジして坊ちゃまに食べていただきたいわ）

　だが、一番気に入った豚肩肉の赤ワイン煮込み、ジャガイモのクヌーデル添えを作り、オスカーに食べさせる機会が訪れることはなかった。

　王都からライニンゲン家の屋敷に戻るなり、いきなり解雇されてしまったからだ。

　――オスカーが入浴中にメイド長に呼び出され、メイドには通常支給されない退職手当を弾む。だから、すぐに屋敷を出て行けと命じられた時には、さすがに抗議の声を上げてしまった。これまでの仕事でミスをしたことはなかったからだ。

「ええっ、解雇、どうしてですか!?」

　メイド長も困惑した表情である。

「ごめんなさいね。私も納得できないんだけど、旦那様のご命令なのよ。あなた、坊ちゃまを痩せさせるために頑張っていたのに」

　旦那様のご命令と聞き身を強張らせる。

（まさか、貴族出身だってバレた？　どこから？　ううん、そんなことはもうどうでもいい……）

　ライニンゲン家ほどの名家が、わけありのメイドなど雇い続けたくはないだろう。跡継ぎのオスカーに近付けたくないに違いなかった。

　せっかく痩せさせたのにと悲しくなる。今度は背を高くする料理を食べさせたかったのだが、公爵の意向とあればどうしようもなかった。

「わかり、ました……」

　両の拳を握り締める。

　メイド長は気の毒そうに窓の外に目を向けた。

「あなたの荷物はもうまとめて馬車に載せてあるから。どこにでも好きなところに連れて行ってくれるそうよ」

　オスカーに別れの挨拶もさせたくはないらしい。

（仕方がないわ。坊ちゃま、ごめんなさい……）

　名残惜しくはあったが、拒否する権利もないので、その場でメイド服を脱ぎ、腕に掛けて屋敷を出た。

　馬車に乗り込み溜め息を吐く。御者が振り返りクリームヒルトに声を掛けた。

「あんた、どこへ行きたいんだい？」

　天涯孤独の身なので行き先などない。だが、気が付くと「王都へ」と告げていた。

「王都へ連れて行ってくれる？　そう……レストランがたくさんある繁華街がいいわ」

　先日オスカーに連れられ王宮へ向かった際、大通りに何軒もの平民向けのレストランがあり、皆思い思いに食事を楽しんでいたのを思い出す。

（大丈夫。私には料理があるわ）

　馬のいななきとともに馬車が出発し、ガタゴト揺られながら思う。

（また一から頑張ればいいだけよ。慣れているじゃない）

　だが、なぜか頬に一滴涙が零れ落ちる。

　その涙に込められた思いがなんなのかは、クリームヒルト自身にもわからなかった。

















第二章「お手頃ランチを召し上がれ」












　――王都の人気レストランの一つ、「黒猫軒」の十一時半から一時までは、満席でない時間が五分以上ない。カウンター席もテーブル席も昼食目当ての市民で埋め尽くされる。

　一方、厨房ではコック帽を被り、エプロンを身に着けた料理人たちが、煙の立ち込める中忙しく立ち働いていた。四人いる料理人のうち三人は男性だったが、一人だけ栗色の髪、同じ色の瞳の若い女性がいた。

「クリームヒルトぉ！　シュニッツェル定食あと十人分！」

「はいはーい！　五分経ったら取りに来て！」

　クリームヒルトは調理台に並べられた十枚の皿に、電光石火の早業で揚げたてのきつね色のシュニッツェルを並べた。続いて香ばしいキノコのクリームソースを掛け、最後に大量のブラットカルトフェルン、すなわち焼きジャガイモを添える。

「はい！　冷めないうちに持っていって！」

「あっ、次はグヤーシュを十定食」

「了解。十分後に来て」

　シュニッツェルはこの店では豚肉のカツレツ、グヤーシュは牛屑肉をラード、タマネギ、パプリカと煮込んだシチューを意味する。どちらも昼食の定食の人気メニューだった。

「クリームヒルトぉ！　ちょっと人手が足りないの！　グヤーシュ定食、カウンターの左端の人に運んでくれない!?」

「はいはーい！」

　グヤーシュ定食を手にカウンター席へ向かうと、注文主らしき青年がゆっくりと顔を上げた。

「お待たせしました。グヤーシュ定食です。今日の付け合わせはパスタです」

「ありがとう」

　男性は何か言いたそうだったが、正直構っている暇はない。

「他にご注文でも？」

「いや……」

　それきり黙ってしまったので、「何かあったら呼んでくださいね」と告げ、身を翻して厨房へ戻る。作り置きのグヤーシュに火を入れようとした途端、仲のいいウェイトレスのアデーレに肘で背を突かれた。

「んもう、何よ」

「あの人、絶対にあなた目当てよ？　だっていつも視線があなたを追っているもの」

「あの人って？」

「ほら、あの金髪の超イケメン！」

「アデーレ、あなたって相変わらず想像力が豊かねえ」

　超イケメンとは先ほどのあの硬派で寡黙な印象の青年だろう。数ヶ月ほど前から週に一、二度店に来るようになった。

　年齢は二十代後半から三十代前半くらいだと思われる。確かに、アデーレが超イケメンと評価するだけあって、数いる客の中でも群を抜いて目立っていた。

　服装こそシャツにベストを着込み、着古した上着を羽織り、ズボンも擦り切れている平民ファッションだが、丁寧に整えた見事な金髪と琥珀色の瞳が印象的だ。顔立ちは涼やかでキリリとしており、背の高さと体格の良さ、不意に鋭くなる眼差しからして、軍人なのではないかと思われた。

「向こうに気があるうちに唾付けておきなさいよ」

　クリームヒルトは呆れつつグヤーシュを掻き混ぜた。

「もう、止めてちょうだい。私、男に興味なんてないんだから」

「せっかく立派なおっぱいしているのに使わないわけ？」

「こんなもの料理の邪魔になるだけよ。自分の生活だけで手一杯だし、もうとっくに行き遅れているから焦る必要もないわ」

　先月、ついに二十五歳になった。世間では二十歳前後が結婚適齢期だとされているので、ばっちり行き遅れの年齢である。

　時折男性に口説かれたりナンパされたりすることはあったが、年齢を告げると男性は皆愛想笑いを浮かべて引き下がるので、断るのにも苦労しなくなり面倒ごとが減ったとせいせいしていた。十四歳の頃、欲望に目をぎらつかせた男性たちに、金をチラつかせて買われかけて以来、少々男性という存在にうんざりしていたからだ。

　現在の料理長や同僚の男性らからは、皆クリームヒルトの性格をよく知っているからか、もはや女ではなく頼もしい同僚としか見られていないのがありがたかった。

　二十五歳になったということは、ライニンゲン家を追い出され、王都に来て八年が経ったということでもある。

　あの後いくつかの職を転々としたのち、黒猫軒で皿洗いと雑用の仕事を得た。そのうち野菜の皮むきなどの下ごしらえを任されるようになり、三年前に人手不足から料理人の一人に採用された。オーナーでもある料理長はクリームヒルトの味覚と腕前に驚き、初めは三分の二程度だった給料を、今では同僚の男性料理人と同じ額に引き上げてくれている。

（料理長には感謝だわ。一生懸命働かないと……）

　この十年で著しく経済が発展し、特に王都は人手不足になったからだろう。家事、子育てに専念すべしとされていた女性も、次第に労働市場に進出するようになった。とはいえ、職人や料理人などの専門職はまだ男性が多い。そんな中で女性なのに料理人として雇ってくれているのだ。

　好きな仕事で自活できる――それだけで十分だったし、アデーレに説明した通り、毎日の仕事だけで手一杯だった。

「あ～、もったいない。じゃあ、私がアプローチしてもいい？」

「どうぞ、どうぞ。それよりほら、次のお皿持っていってちょうだい」

「もう、本当恋愛については朴念仁ね。せっかく美人なのにもったいない」

　結婚どころか男性に縁がなく多忙な毎日ではあるが、クリームヒルトはそれでいいと感じていた。

　だから、例の青年が翌日から店に現れなくなっても、よくあることだと気にもしなかったのだ。






　――黒猫軒は一週間に一度、月曜日が定休日だ。クリームヒルトはその日は大抵料理長に頼んで店の厨房を深夜まで借り、自腹を切って材料を買い込み、新たなレシピの開発に励んでいる。

　近頃王都の市民たちは賃金が上昇し、暮らしに余裕が出てきたからか、単に腹を満たすためだけではなく、味にもこだわるようになっている。そんな彼らの舌を手頃な価格で満足させたかった。

　今日、試している料理は隣国フェラン王国の家庭料理である、キッシュとパテのサンドイッチだ。店に持ち帰りを希望する客が増えたので、ちょうどいいのではないかと感じていた。

　キッシュはパイ生地に具材を詰め、卵、生クリーム、牛乳、ナツメグを混ぜたソースを流し込み、表面にチーズを掛けカリッと焼き上げたおかずパイだ。フェラン王国では具材はほうれん草、ベーコンが定番らしいが、今回は旬のアスパラガスとソーセージにしてみた。

　キッシュをオーブンに入れ、火加減を確認しながら、パテのサンドイッチに取りかかる。

　パテは昨夜仕込んでおいたものだ。

　豚腿肉、豚背脂、鶏レバーなどを賽の目切りにし、粘り気が出るまで混ぜ、そこに薄切りにしたニンニク、タマネギ、エシャロットを加える。更にブレンドスパイスと赤ワイン、卵、ブランデーで味付けし、型に入れて蒸し上げていた。

　パテを均等に切り分けキャベツと一緒にライ麦パンに載せる。マスタードを塗ってできあがりだった。

　――三十分後、調理台の上にはきつね色のアスパラガスとソーセージのキッシュと、パテのサンドイッチがあった。

（よし！　見た目は上々！）

　一切れずつ食べてみたのだが、味もなかなかの美味である。

　明日料理長や同僚に試食してもらい、許可を取れれば持ち帰りメニューにするつもりだった。ナプキンを掛け保存しようとしたのだが、その時店の扉を叩く音が聞こえて手を止める。

（おかしいな。表にはお休みの看板を掛けてあるはずなんだけど）

　扉を開けて「あら」と目を見開く。例の超イケメン青年だったからだ。

「お客さん、今日はお休みなんですけど……」

「そうだったのか？　すまない」

　扉の表を確認すると、看板が風で落ちたのか、数メートル先に転がっている。

（悪いことしちゃったな）

　クリームヒルトは青年を見上げ「お急ぎでしたら……」と口を開いた。

「キッシュとサンドイッチがあるので、そちらをお出ししましょうか？　試作品だからお代は結構ですよ」

「そういうわけには……」

「いいですから、いいですから。どなたかに味見していただきたかったんですよ。ただし、他のお客さんには内緒にしておいてくださいね」

　青年をカウンター席へ案内し、キッシュとサンドイッチの皿を並べる。

　青年はキッシュをまじまじと見つめた。

「これはパイの一種か？」

「はい。クリーミーでとっても美味しいですよ。アスパラガスとソーセージが入っています」

　青年はキッシュを手に取り、一口囓って目を見開いた。

「これは美味いな。初めて食べる味だ」

「でしょう？　ミートパイはありますけど、卵の風味のするパイってこの国にはないですよね」

　続いてサンドイッチに手を伸ばす。

「うん、これもいける。冷えたハンバーグみたいなものか？」

「そうですね。パテって名前の料理なんです。肉をムース状に練り上げて型に蒸して冷ましたものですね」

「今の季節にぴったりだな」

　キッシュとサンドイッチがよほど美味しかったのか、五分も経たぬ間にすべてを平らげてしまう。

　クリームヒルトはその食いっぷりに感動し、ついもう一切れずつ皿によそった。

「どうぞ、お代わりです」

　青年は躊躇いつつもよほど美味しかったのか、結局はお代わりも残さず食べた。なんとなく嬉しくなって、明日のために仕込んでいた、グヤーシュも差し出してしまう。

「こちらは食後のスープです」

「ああ、ありがとう」

（この人、すごくテーブルマナーがいい。手で食べていても上品だわ）

　スープを飲む際にも音を立てない。行儀のよさから良家出身なのかと訝しむ。同時に、既視感を覚えて首を傾げた。

（この真面目な雰囲気といい、顔立ちといい誰かに似ているような……。どこかで見たような……）

　だが、どうしても思い出せない。とはいえ、たいした問題でもないので、知人友人の一人に似ているのだろうと結論づけ、空になったスープ皿を下げた。

「いかがでしたか？」

　青年は微笑みを浮かべてクリームヒルトを見上げた。硬派な印象が一瞬にして和らぎ、無表情に近い寡黙さと対照的だったので、そのギャップにときめきクリームヒルトの心臓がドキンと鳴る。

（いや、お客さんにときめくなんて何やっているの）

　一方、青年は手放しで料理を称賛してくれた。

「ああ、美味かった。どちらも初めて食べる味だったが、舌にすんなりと馴染んだ。王都の市民の味覚に合うと思うし、きっと人気が出ると思う」

「よかった。その一言が聞きたかったんです」

　どれだけ美味しかろうと、口に合わなければ客はつかないからだ。

　青年はハンカチで口元を拭いつつ、空になった皿に目を落とした。

「試作品と言っていたが、これは初めて作った料理だったのか？」

「ええ。以前一度だけフェラン王国との国境沿いの街に行った際、現地のレストランで食べてうちでも作りたいと思ったんです。まだ王都でもあんまりない料理ですから、看板になるかとも思いまして」

「作り方を料理人に聞いたのか？」

「いいえ、私の唯一の特技なんですけど、一口食べれば大体その料理がどの材料からどう作られたのかがわかるんです」

「やっぱりクリームヒルトはすごいな……」

　クリームヒルトはぎょっとして青年を凝視した。

「お客さん、私、お客さんに名前を教えましたっけ？」

「ああ、いや……。以前ウェイトレスが君をそう呼んでいるのを聞いて」

「なんだ……」

　考えてみれば当然だと恥ずかしくなる。

（私ったら自意識過剰よ。もう、いい年をして何をやっているのかしら）

　この時クリームヒルトは青年が自分の名前を呼んだことには気付いたが、「やっぱり」というもう一つの肝心な単語は聞き逃していた。照れ隠しに「お客さんのお名前はなんですか？」と尋ねる。

「しばらくよくうちに来店されていましたよね」

「私は……」

　青年はなぜか躊躇い視線を彷徨わせていたが、やがてクリームヒルトの目を真っ直ぐに見上げた。その真剣な眼差しにクリームヒルトの心臓の鼓動がまた跳ね上がる。

「私の名はオスカーだ」

「オスカー……？」

　どこかで聞いたことのある名前だった。

　やがて、記憶の片隅にあった「坊ちゃま」を思い出す。つい「あっ！」と声を上げた。

（そう、この人って髪の色と瞳の色が、ライニンゲン家の坊ちゃまみたいなんだわ。しかも、名前まで同じだなんて）

「オスカーさんっておっしゃるんですか？　私、昔お仕えしていた方と同じ名前です！」

　懐かしさについ溜め息を吐いてしまう。

（坊ちゃま、お元気かしら？　背は伸びたかしら？）

　白豚が天使のような美少年になったところまでは覚えている。だが、もう八年も前に挨拶もせずに別れたので、「坊ちゃま」の顔立ちなどはおぼろげになっていた。

「クリームヒルト、坊ちゃまとは……」

「ええ、お仕えしていたと言っても、当時の主人のお孫さんだったんです。小さくて頼りなくて、なんだか放っておけなかったんですよね。坊ちゃまも私に懐いてくださって」

　オスカーはなぜか愕然とした表情になっている。

「ち、小さくて頼りなかった……？」

　小さく頼りないはいくらなんでも失礼だったかと、クリームヒルトは慌ててフォローに走った。

「でも、とってもいい子だったんですよ。当時メイドだった私にも優しくて分け隔てなくて……」

「つまり、君にとって坊ちゃまは……」

「身分違いなのでおこがましいとは思いますが、ちょっと出来が悪くて可愛い弟みたいに思っていました」

「で、出来の悪い弟……」

　オスカーはなぜかがっくりと目を落としていたが、やがて懐から金貨を一枚取り出し、カウンターの上に置いた。

「……今日の代金だ」

「えっ、ちょ、ちょっと待ってください！」

　王都では金貨一枚で約一週間余裕を持って暮らせる。大衆向けの食堂に支払う金額ではなかった。

「今日の料理はサービスですし、お金をいただくにしても、こんなにもらえません。今日はおつりが全然ありませんし……」

「いいから取っておいてほしい。君の料理は多分この王都一美味い。それだけの価値がある」

　称賛を通り越した絶賛だった。

　クリームヒルトが目を瞬かせる間に、オスカーは席を立って身を翻した。

「……また来る。次の料理を楽しみにしている」






　――その後もオスカーは週に一、二度、昼食を取りに店を訪れた。

　近頃は混む時間帯を外し、一時半頃が多くなっている。

　アデーレが余計な気を利かせたようで、オスカーに注文の料理を運ぶのは、なぜかクリームヒルトの役割となっていた。そうなるとなんとなく気になって、目でつい姿を探してしまうし、見つけるとつい話し掛けてしまう。

「はい、どうぞ。ポトフ定食です」

「ありがとう。ポトフはどんな料理なんだ？　今日初めて聞いて気になって注文してみたんだが」

「フェラン王国の家庭料理で、大きめに切った野菜とソーセージをベーコン出汁で煮込んだものです。あんまり味が濃くないので、お年寄りに人気なんですよね。でも、若い人も食べるので、ソーセージは結構多めに入れてあります」

　オスカーはソーセージを口に入れ、「うん、美味い」と唇の端を上げた。

「濃くはないがダシの風味があってボリュームがある。体にもよさそうだし、部下にも食べさせたくなるな」

　部下と言うことはそれなりに出世しているのだろう。

「ありがとうございます。オスカーさんってお仕事は何をされているんですか？」

「うん、まあ、軍人をやっている」

　クリームヒルトは思わずやっぱりと手を打った。

「なんとなくそんな雰囲気がありますよね。部下の方もやっぱりお若いんですか？」

「いや、年上もかなり……何人かいる。私はまだ二十二歳だからな」

「ええっ!?」

　てっきり三十歳前後だと思い込んでいたので驚きの声を上げる。

「お、オスカーさん、そんなに若かったんですか!?」

　自分が三歳も年上なのだと知ってなんとなくショックだった。

「そんなに若かったのかって、君は私をいくつだと思っていたんだ」

　合わせる顔がなく盆で顔を隠すしかない。

「もっ、申し訳ございません。三十歳くらいかなと……。貫禄があったので……」

　ところが、オスカーは老けて見られても嫌な気分はしなかったらしい。

「そうか。三十歳くらいに見えたのか。君より年上に見えたんだな。うん、そうか」

　むしろ嬉しそうにポトフを口に入れている。

　どうやら機嫌を損ねたわけではないようだ――クリームヒルトは胸を撫で下ろした。

（それにしても、年下かあ……）

　がっかりしている自分がいるのに気付く。

　年下の男性を侮っているからではない。

　この国では一般的に男性が年上の恋人同士、あるいは夫婦がほとんどだ。平民は数歳差が大半だが、貴族や富裕層ともなると、十四歳のクリームヒルトがそうされそうになったように、親子ほど年の離れた女性と結婚する男性もいる。

　また、軍人の男性は安定した職業であることと、社会的地位が高いこと、皿に腕っ節が強く逞しいので、兵卒から将校クラスまで女性に人気がある。

　オスカーほどの容姿なら、モテモテどころかハーレム状態だろう。そんな男性が自分に見向きなどするはずがないと落ち込んだのだ。

（やだ。何をがっかりしているの。仕事に生きるって決めていたのに……）

　男性にも十四歳で失望して以来、何も期待していなかったはずだった。

（アデーレがあんなことを言うからだわ。もう、いい年をしてみっともない）

　気持ちを切り替えようとぺこりと頭を下げる。

「じゃあ、ごゆっくり。他に何か注文があったら呼んでください」

「ああ、うん」

　オスカーはまた何か言いたそうな目をしたが、やはり黙り込んでしまったので、クリームヒルトはそのまま厨房へ引っ込んだ。

「クリームヒルトぉ、ポトフ夜も出すだけの材料あるか？」

「ちょっとタマネギが足りないかも……。まだ市場開いているだろうから、今日の分だけでも買ってきます！」

　裏口から外へ出てコック帽を取り、空を見上げ大きく溜め息を吐く。

（大丈夫。私には料理があるわ）

　そう、料理さえできればいいと頷き、中央通りにある市場へ向かって歩き出す。まさか、八年かけてようやく得た快適な居場所を、また失う羽目になるとはこの時には想像してもいなかった。






　クリームヒルトは黒猫軒のある通りから、歩いて三十分ほどの平民向けの集合住宅に住んでいる。

　すでに築四十年が経ちボロボロである上に、各自一部屋しかなく台所も浴室もない。だが、家賃が上昇している王都では、クリームヒルトの給料ではこれが精一杯だった。台所や浴室付きの集合住宅は家賃が三倍に跳ね上がるのだ。

　それでも、休日でも黒猫軒の厨房を借り、料理をしていることがほとんどで、自宅というよりは寝るためだけの場所だったので問題はなかった。

　激しい鐘の音に仰天して飛び起きたのは、その寝るためだけの場所で就寝中のことだった。

（この鐘の音って……火事!?）

　辺りはまだ真っ暗だったので、ランプに火を灯し窓辺に掛け寄る。

　街には地区ごとに教会があり、教会は朝六時、正午、夕方六時に鐘を鳴らす。時計は高価であり平民の手が届くものではないので、街の市民らは時間を教会の鐘によって知っていた。

　鐘が鳴らされるのは一日三度の定刻だけではない。教会で結婚式、葬儀や式典が執り行われる際や、避難を呼び掛けるための場合もあった。

　目を凝らすと通りの遙か遠くが燃え上がっているのが見える。

「えっ……」

　まさかとの思いに口を押さえる。

（あれって黒猫軒の方向じゃない!?）






　――二日後、クリームヒルトが黒猫軒へ向かうと、黒猫軒だけではない。辺り一帯が黒焦げになって焼け落ちていた。

「そんな……」

　信じられない思いで焼け跡の前に立ち尽くす。

　昨夜、王都を警備する陸軍の一部である、王都防衛軍が消火活動に当たり、すでに火は消し止められている。だが、深夜で出動が遅れたからか、被害が最小限とは言えなかったらしい。

　黒猫軒を巻き込んで通りの端から端があらかたやられている。辛うじて焼け残った柱や倒れた壁がまだぶすぶすと音を立てて燻っていた。

　黒猫軒は文字通り消し炭となっており、どこに厨房があったのかもわからない。両隣のパン屋と宿屋も似たような状況だった。

「クリームヒルト！」

　背後から声を掛けられ力なく振り返る。アデーレと同僚の料理人の男性だった。

「アデーレ！」

　思わず駆け寄って抱き合う。

　先日、まだ火事の最中に黒猫亭へ急いだのだが、王都防衛軍の兵士に危ないからと追い返され、仕事仲間とは一日連絡が取れずにいたのだ。

　同僚の多くはこの近隣の集合住宅で暮らしている。生きているのか、いないのかがわからず、不安で心臓が押し潰されそうだった。

「よかった。皆無事だったのね」

「ええ、黒猫軒に死人はいないみたい。クリームヒルト、あなた、昨日は店にいなかったのね。よかった……」

　アデーレはクリームヒルトの肩に手を置き、大きな溜め息を吐いて顔を伏せた。

「アデーレ、どうしてこんなことに……」

　やりきれないといった風に首を横に振る。

「昨日、通りの端にある食料品店に、オリーブ油がたくさん入荷していたみたい。運悪くその店に雷が落ちて発火して……」

　風が強く吹いていたからか、店から店へと火が燃え移り、結果、通りの片側をほぼ焼き尽くしたのだとか。

「料理長はなんて……」

「それが、ショックで寝込んじゃって……」

　育て上げた店が一晩にして焼失したのだ。気落ちするどころではないだろう。

「隣のパン屋さんはご主人が亡くなって……。赤ちゃんが生まれたばかりなのに……」

　皆、前触れもなく仕事や家族を失ってしまい、現実を受け入れられずに狼狽えている。クリームヒルトも例外ではなかった。

（もうすぐ家賃を払わなくちゃいけないのに）

　クリームヒルトに頼りにできる身内はいない。信頼できる料理長や同僚も同じ状況なので、金の貸し借りなど不可能だ。皆ギリギリの収入で生活しているのだから。

（どうしよう。どうしたらいいの？）

　経済的な問題だけではない。理解のある同僚たち、遣り甲斐のある仕事、ようやく手に入れたそれらを失ってしまったのだ。

（私、明日からどこで料理をすればいいの……？）

　足元に突然底の見えない穴が開き、落ち続けているような錯覚に陥った。






　――その後アデーレと別れたのは覚えているが、どうやって帰ったのかは記憶にない。

　ショックで放心していたのだろう。気が付くと自室のベッドに横たわって一日が過ぎていた。

　現実逃避をしている時間はない。新たな働き口を見つけなければと思うのだが、うまく頭が働かずに枕に顔を突っ伏す。

（それでも、自分で自分を養うくらいならなんとかなるわ）

　十四歳で天涯孤独となってから、どうにか一人で生きてきたのだ。

　ただ、次も料理人になるのは難しいだろう。料理長が女性にも理解があったからこそ、黒猫軒ではクリームヒルトも腕を振るえたのだから。

（……料理長はこれからどうするつもりなんだろう）

　料理長も家族もなく黒猫軒を切り盛りしていたと聞いている。恐らく、店に人生のすべてを捧げてきたのだろう。その努力の結晶が燃え尽きてしまったのだ。寝込むのも仕方がない。

（今までずっとお世話になってきたのに……なんとかならないの？）

　自分のことばかり考えている場合ではないと、クリームヒルトは拳を強く握り締めた。

（料理長と一度話をしなくちゃ。じゃないと何をしていいのかもわからない）

　起き上がり、髪を整えて部屋を出る。途中、街中にある八百屋で見舞いの果物を買った。

　料理長の自宅は黒猫軒のある通りの反対側にある集合住宅だ。今回、火事に巻き込まれなかったのが幸いだった。

　扉を叩くと間もなく「……誰だ」と弱り切った声が聞こえる。

「クリームヒルトです。お見舞いに参りました」

　しばらくの沈黙ののち「入れ」と返事があった。

「料理長、お加減いかがですか？」

　料理長はベッドの中から気だるげにクリームヒルトを見上げた。まだ五十代のはずだが、一気に老け込んで白髪が増え、もはや七十代の老人に見える。

　それでも、クリームヒルトに気を遣ったのか、料理長は「昨日よりはいい」と弱々しく笑った。

「今日は天気もいいからな。こんな日は市場に新鮮な魚介類が入る。夜のメニューにもってこいなんだが……」

　いくら材料が手に入っても、厨房のある店が焼け落ちてしまったのだ。

（ううん、でも、もしお店が再建できれば……）

　クリームヒルトは近くにあった椅子を引き寄せ、腰を下ろして料理長の顔を覗き込んだ。

「料理長、昨日今日の話で申し訳ないのですが、黒猫軒を再建する計画はないのでしょうか？」

「再建か……。できればどれだけいいだろうな」

　料理長は資金が足りないと溜め息を吐いた。

「自分でも馬鹿だと思うんだが、俺は貯めた金をあの店の貯蔵庫に隠してあったんだ。だけど、それもみんな焼けちまった……」

「そんな……」

　悪いことは重なるものだと唇を噛み締める。

　とにかく陰鬱な空気を振り払おうと、クリームヒルトは拳を握り締めて立ち上がった。

「料理長、とにかく、何か口に入れないと。果物を剥いてきますね。三日間も何も召し上がっていないんでしょう？」

「いや、いいよ。何も食える気がしないし、酸味のあるものはちょっときつい」

　今日は秋にしては珍しく日差しが強く少々暑い。気温の上昇も料理長の体力を奪っているのだろう。

「いけません。食事は人間の基本です。食べなければそのまま死んでしまいます。果物が駄目なら何か作りますね」

　すっくと立ち上がり台所へと向かう。

　料理長は台所付きの集合住宅に住んでいる。この場で料理ができることにクリームヒルトは感謝した。

　調理台の籠の上には買い込んだまま放置していたのだろう。芽の出たジャガイモとタマネギ、牛乳、汲んだ水が置いてある。他にこれと言った食材はない。

（これだけあれば十分よ）

　クリームヒルトは腕まくりをすると、ジャガイモ、タマネギを薄切りにし、火を起こして野菜類と水を煮込んだ。途中、バターと捨てられていた牛の骨を入れ、更に三十分ほど煮込む。コクが出たところで牛の骨を掬い取り、木べらで具を形がなくなるまで潰して布で裏ごしした。塩とスパイスで味を整え、桶に汲んだ水に鍋を付けて冷やす。

「さあ、できあがり！」

　スープを皿に入れ料理長の元へ運んでいく。

「料理長、どうぞ」

「……？　これはなんてスープだ？」

「名前はまだないんですよ。ちょっと思い付いて作ってみたんです。ベースはジャガイモとタマネギです。それを冷製クリームスープにしてみました」

「野菜の形が残っていないな」

「裏ごししたんですよ。飲みやすいと思います。隣国ではこういうスープってよくあるでしょう？」

「ふむ……」

　料理長はゆっくりと体を起こし、クリームヒルトの差し出した皿を受け取った。スプーンで一口飲み「む……」と唸って目を見開く。

「これはいい。冷やしたスープなんて初めてだが、夏にはぴったりだろうな」

「でしょう？　来年の夏のメニューに出したいと思いませんか？　きっと大人気になりますよ」

　クリームヒルトは作戦が成功したと内心手を叩いた。

　料理長も料理のためならなんでもやる性格で、美味しいものだと判断すれば、すぐに取り入れる柔軟性と好奇心がある。新しい料理を出せばやる気が出ると踏んでいたのだ。

　一口食べると食欲が出たのだろうか。料理長はあっという間にスープを飲み干してしまった。

「美味い。美味いなあ……。ああ、美味い。そうだった。俺は、こんな美味いものを作りたかったんだ」

　店を持つに至った理由を語る。

「俺には昔嫁と娘がいたんだが、どちらも流行病で死んじまってなあ。その頃俺はまだ下働きで、ろくな薬も買えず、一杯のスープを飲ませるのが精一杯で……。でも、娘はそれを美味しいって言ってくれて……」

「あいつらに申し訳ない」と男泣きで涙を流す。

「クリームヒルト、俺は決めたぞ。もう一度やり直す。何年かかったってやり直してやらあ」

「私も協力します」

　何ができるのかはわからないが、黒猫軒を再建するためには、どんな協力も惜しまないつもりだった。






　――とはいえ、現実は情熱だけでどうにかできるほど甘くはなかった。

　二週間後、クリームヒルトは日の暮れかけた通りを歩きながら、「う～ん、やっぱりなかなか難しいわ……」と唸った。

　何が難しいかと言うと黒猫軒再建の資金繰りである。街の金貸しや金持ちらの屋敷を訪問し、頭を下げて資金提供を申し出たのだが、担保もないのに貸せるかとけんもほろろだった。

（当然と言えば当然よね。ああ、こんな時年取ったことが悔やまれるわ。今ならいくらでも身売りするのに）

　自分の生活のために身売りする気はないが、料理と黒猫軒の再建のためなら構わないのにと唇を噛み締める。

（どこかに年増でもいいって物好きがいないものかしら。ううん、無理なものはさっさと諦めて、次の手立てを考えなくちゃ）

　いずれにせよ、明日料理長に報告し、作戦を練り直さなければならない――気持ちを切り替えて顔を上げるのと同時に、「クリームヒルト！」と名前を呼ばれて振り返った。

「あら、オスカーさんじゃないですか」

　しかも、いつもの平民服とは違って軍服姿である。

　濃紺の丈の長い上着には金糸の飾緒があしらわれており、見事な金髪と琥珀色の瞳とよく調和している。白いズボンが足の長さと背の高さを引き立てていた。

（うわあ、かっこいい。って、あれ？　飾緒しょくしょのある軍服って、兵卒じゃなくて将校クラスだったような……？）

　首を傾げつつも不覚にも見惚れていると、オスカーは「無事だったのか！」と叫び、駆け寄るが早いかクリームヒルトを抱き締めた。

「ちょっ……ちょっと、オスカーさん!?」

「よかった！　生きていたのか！　黒猫軒は焼け落ちているし、料理長も君も街のどこにもいないし、てっきり死んだのかと……！」

　それは双方が黒猫軒再建の資金繰りのために、日がな一日街を駆けずり回っていたからなのだが、部外者のオスカーに知らせるなど思いもつかなかった。

「し、心配をおかけして申し訳ございません」

　クリームヒルトは口では謝りつつも、内心は混乱しろくに思考ができなかった。

（ちょ、ちょっと、私、オスカーさんに抱き締められている!?）

　クリームヒルトも女性にしては背が高いのだが、オスカーはそれより頭一つ分高いだけではない。軍人なので武術や馬術で鍛えているのか、胸板の厚さがを軍服越しでも感じ取れる。

　心臓の鼓動が早鐘を打つのと同時に、熱くなった血が一気に体を駆け巡った。

「お、オスカーさん、く、苦しいです」

　蚊の鳴くような声で訴えるのがやっとだったのだが、間近にあるオスカーの耳には届いたらしい。一瞬にして手を離し、音を立てて三歩後ずさった。

「す、すまない！　女性になんてことを……！」

　頬がうっすら赤くなっている。超イケメンとは思えない初心さだった。

（お、落ち着け、落ち着いて……。私は年上なんだから）

　どうにか呼吸を整えあらためてオスカーを見上げる。

「黒猫軒に行ってくださったんですか？　ありがとうございます。あの通り火事に巻き込まれてしまったんです。大変申し訳ないのですが、再開はもう少しお待ちいただければ……」

「再開？　再開ということは、また店をやり直す気があるということか」

「ええ、料理長と私はそのつもりです」

　そう簡単にいかないのはよく理解していたが、「閉店します」とは口にしたくはなかった。

「再建の資金の宛てはあるのか？」

　核心を突く質問に言葉に詰まる。

「それは……今なんとかしようとしているところで」

　とはいえ、アデーレをはじめとするウェイトレスも同僚の料理人も、黒猫軒には見切りを付けて新たな就職先を探し始めている。クリームヒルトと料理長は二人合わせて百件近くの金貸し、金持ちに借金を断られている。

　気持ちの切り替えは早いつもりだったが、さすがに弱音を一言くらいは吐き出したくなった。

「黒猫軒は王都では人気店でしたし、好景気だからなんとかなると思っていたんですけど、やっぱりお金をたくさん借りるとなると、大衆向けのレストランじゃ厳しいですよね。この際、お金持ちの妾になって、代わりに資金提供をしてもらおうかと思ったんですけど、私の年じゃそれも無理で」

　冗談のつもりだったのがオスカーは笑わなかった。

「金持ちの妾だと……？　君はそんな無茶をしようとしていたのか」

　途端に琥珀色の眼光が鋭くなる。

　クリームヒルトは狼狽えつつも、「他に方法がありませんし……」と苦笑した。

「でも、申し訳ございません。確かに悪い冗談過ぎましたね。忘れてください」

「冗談ならいいんだが……」

　オスカーはまだ何か言いたそうだったが、クリームヒルトはこれ以上醜態を晒したくはないと、「じゃあ、また」と深々と頭を下げた。

（私ったら、いくらちょっと疲れているからって、オスカーさんに弱音を吐くだなんて）

　十四歳で貴族の身分を捨てて独立して以来、他人に甘えたことなどほとんどなかったので、二十五歳にもなってと一層恥ずかしくなる。

　ところが、次の瞬間、クリームヒルトの羞恥心のすべてを吹き飛ばす、人間であれば聞き覚えのある音がオスカーの腹から聞こえた。オスカーのものだとは信じられずに、思わず辺りを見回してしまう。

「えっ、今のグ～ってお腹の音、どこから聞こえたんでしょう？」

「……」

　オスカーの頬がほんのりどころか熟れたラズベリーのような色に染まる。

「今のは私の腹の音だ」

「……お腹が空いているんですか？」

「休憩中に君を探していたので食事を取り損ねた」

「……」

　悪いとは思ったものの思わず噴き出してしまう。

「なんだ、そうだったんですか。軍隊の宿舎では食事は出ないんですか？」

「出ることは出るが黒猫軒ほどの味ではない。特に君の料理は王都で一番だった」

　そこまで褒められるとさすがに嬉しく、クリームヒルトはなんの気なしに、「じゃあ、私の部屋に来ませんか？　ご馳走しますよ」とオスカーを誘った。

　左腕に掛けていたバスケットを見下ろす。帰り道で買った少々珍しいパンとチーズ、ソーセージが詰め込まれていた。

「……君の部屋に？」

「ええ。台所はないので簡単な料理しかできませんが……」

「だが、いいのか？　その、もし君に恋人や婚約者がいたら……」

　クリームヒルトはよくアデーレや同僚を部屋に招き、仲間内で料理や酒を持ち寄ってパーティーを楽しんでいた。オスカーに声を掛けたのもその延長線上だった。だから、オスカーに恋人について言及され、初めて若い男性と二人きりになると気付いたのだ。

（わ、私ったら！　よりによってオスカーさんを誘っちゃうなんて！）

　とはいえ、もうすでに誘っている上に、今更「やっぱり嫌です」とは言い辛い。

（自意識過剰よ。オスカーさんは私を女だなんて思っていないだろうし）

　大人の女性を装いニコリと笑って見せる。

「恋人や婚約者がいたらこんなお誘いはしていませんよ。一人で食事を取るのも寂しいですし、ぜひどうぞ」

　少々後悔しつつも二人で集合住宅へと向かう。

（掃除しておいてよかった……）

　そもそも家具は借り物のタンスとベッド、中古のテーブルと三脚の椅子くらいしかなく、散らかるほどの家財も日用品もないのだが、ほこり臭い部屋にオスカーを通したくはなかった。

　一階の端にある部屋の扉に手を掛けるなり、オスカーが「一階で暮らしているのか」と目を見開く。

「女性が一階では強盗などの被害に遭いやすくはないか？」

「もうここで暮らして五年になりますが、今のところ大丈夫ですね。この辺りは比較的治安がいいので……」

「あくまで比較的にだろう。クリームヒルト、君は若い女性だ。夫や恋人と暮らしているのでもない限り、こんな危険なところに一人で暮らしてはいけない」

　と叱られたところで、他に行き場もないのだ。それ以前に若い女性扱いされなんだか照れ臭い。「ええ、そうですね、そのうちに」と言葉を濁すしかなかった。

　オスカーを部屋に案内し、唯一修理痕のない椅子を勧める。

「しばらく待っていていただけますか。今から美味しいサンドイッチを作ります。テーブルを使いますがよろしいですか？」

「ああ、それは構わないが……」

「はい。ちょっと変わったパンを手に入れたので」

　まずはナプキンでテーブルを拭き、大理石製のまな板を載せる。切れ味のいい包丁とこのまな板は、給料を叩いて買ったたった二つの高級品だった。

　バスケットから楕円形の平べったいパンを取り出す。

「面白い形だな」

「ええ、これはフォカッチャと言いまして、フェンツァ王国のパンです。最近開店したパン屋さんなんですが、フェンツァ王国から移住してきたそうなんですよ」

「ああ、あの美食と芸術で有名な……」

「ちょっと期待しちゃうでしょう？　もっちりしっとりした食感ですよ」

　フォカッチャに横から包丁を入れ二つに分ける。続いてストックしておいたピクルス、チーズ、加熱してほぐしておいた魚の白身を載せた。続いてランプに火を灯し炎でサンドイッチを炙る。台所がないので編み出した苦肉の策だった。

　こうした調理法は初めてだったのだろう。オスカーは興味深げにクリームヒルトの手を眺めていた。

「サンドイッチなのに温めるのか？」

「ええ、チーズを溶かすんですよ。フォカッチャも香ばしくなります」

　フォカッチャの表面がきつね色になったところで、火から下ろし最後の仕上げをする。

「今詰め込んでいるものはハムか？」

「いいえ、ハムではなくモルタデッラというソーセージなんですよ。子どもも食べられる優しい味で生臭さが全然ありません」

　パニーニと呼ばれるサンドイッチができあがったのは、調理を開始して十分後のことだった。

「さあ、どうぞ。一人二つずつです。あっ、せっかくですからワインもどうぞ」

　ボトルに半分残った赤ワインをオスカーのグラスに注ぐ。

（ワインも後一本しかない……）

　今月分の家賃は貯金からなんとか払えた。だが、来月は厳しくなる上に、食費もその他雑費も怪しい。

　首を横に振って憂鬱な気分を振り払う。

「では、いただきましょうか。乾杯！」

　オスカーと同時にパニーニに齧り付いた途端、口の中でチーズがとろりと蕩けた。

「これは美味い」

　オスカーが感嘆の声を上げる。

　ピリッと辛いチーズがモルタデッラとほぐした白身魚をまとめ、ピクルスが酸味でアクセントをプラスしている。

「食感もいい。柔らかいパンもいいものだな」

　ゼーン王国のパンは基本的にかたい。日が経って乾燥すると、金槌で叩かなければ割れなくなる。それゆえにフォカッチャのもっちりしっとりした食感を新鮮に感じるようだった。

　四つのパニーニは瞬く間に二人の胃袋に消え、ワインもあっという間になくなった。簡単な料理だったが舌も腹も満足しているのがわかる。

「ああ、美味しかった」

　クリームヒルトはグラスをテーブルに置くと、「ありがとうございます」とオスカーに頭を下げた。

「私はむしろ君に礼を言わなければならない立場なんだが……」

　小さく首を横に振って理由を説明する。

「私の料理を食べて、美味しいといってくださったことが嬉しくて」

　黒猫軒が焼け落ちてしまい、料理をできる場所をなくし、この二週間自宅で簡単な料理しかできなかった。それでも、なんとか美味しいものを作ろうとしていたのだが、やはり誰かから「美味しい」と言ってもらえなければ料理し甲斐がない。

「やっぱり私は料理が好きみたいです……。気付かせてくれてありがとうございます……」

　目の奥から涙が込み上げ、テーブルに音もなく落ちる。

「クリームヒルト……」

「あら、やだ。私ったら。ワインが切れていましたね。もう一本あるので持ってきます」

　慌てて目元を拭って立ち上がり、ワインを取りに行こうとしたその時のことだった。

「待ってくれ」

　背後から手首を掴まれぎょっとして振り返る。

「オスカーさん？」

「クリームヒルト、話があるんだ」

　二つの琥珀色の瞳には決意の強い光が瞬いている。真剣な眼差しに心臓がドキリとした。

「は、話ってなんですか？」

「私と結婚してほしいんだ」

「……は？」

（け、結婚？　今結婚してほしいって言った？）
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　青天の霹靂に頭がうまく働かない。

（ああ、最近色んなことがあったから、疲れて幻聴でも聞いているのかしら。そうよ、そうに違いないわ）

　だが、オスカーはクリームヒルトの現実逃避を一掃するかのように、その場に跪き手を取り直した。紛れもない求婚の姿勢だった。再び「結婚してほしい」とはっきり告げる。

「クリームヒルト、こんな環境で君を一人で放っておけない。どうか私の妻となってともに暮らしてくれ」

「いやいやいや!?」

　ようやく我に返り首を大きく横に振る。

「お、オスカーさん、何を考えているんですか!?　私はしがない料理人でしかないんですよ。というか、今は失業して日雇いの仕事で食いつなぐ毎日で……」

　とてもではないが将校クラスの軍人と釣り合う立場ではない。その上、行き遅れの年増なのだ。オスカーは気が狂いでもしたのかと慌てる。

「君が料理人だろうと無職だろうと年上だろうと関係ない。身一つで嫁いできてくれれば構わない」

「……」

　これは本気だと察してクリームヒルトの背に冷や汗が流れ落ちる。

「で、でもですね、オスカーさんは私のことなんてほとんど知らないでしょう。私はあなたのような立派な軍人さんと結婚できる身分ではないんですよ」

　十四歳で身分を捨てて以来、名の「クリームヒルト」こそ変えていないが、姓は平民のものに偽ってきたのだ。本名も名乗れない女が結婚できるはずもない。

　それでも、オスカーは引かなかった。

「いいや、クリームヒルト。私は君が優しくて分け隔てのない人だとよく知っている。……誰よりもよく知っていると自負している。なぜなら、昔君とともに過ごしたことがあるからだ」

「え、ええっ!?」

　この台詞には度肝を抜かれた。

「い、いつの話ですか！　私は男の人と暮らしたことなんて――」

　琥珀色の瞳が切なげに瞬く。

「クリームヒルト、まだ私をわからないのか。私はオスカーだ」

「そ、それは存じておりますが……」

「違う。オスカー・カール・フォン・ライニンゲン。君が坊ちゃまと呼んでいた子どもの今の姿だよ」

　思い掛けぬ告白にクリームヒルトの時が約数分間止まった。

「ぼ……坊ちゃま？」

　まじまじとオスカーのキリリとした美貌を見つめる。気性を現すかのような真っ直ぐな眉と、その下で強く輝く意志の強そうな琥珀色の双眸。すっと伸びた上品な鼻と緊張に引き締まった唇。男性らしい輪郭を描く鋭い線――チビデブだった白豚坊ちゃま時代の気の弱さも、天使のような美少年だった頃の面影もない。

　しかし、オスカーの言葉を否定する材料もないのだ。

「や、やだなあ、オスカーさん。冗談は止めてくださいよ。あなたが坊ちゃまであるわけが……」

「君は私のダイエットに協力してくれただろう？」

「……!!」

　ぐっと言葉に詰まりオスカーを凝視する。

「君が信じられないのも無理はない。身長は一九〇センチ近くに伸びたし、陸軍に入隊して体を鍛えたし……。だが、私は確かにオスカーなんだ。その証拠に君が私のために作ってくれた料理をすべて思い出せる。アイントプフにチーズ入りのオムレツ、ホットドッグ。レモン水などの飲み物も君が作ってくれたものが一番美味しかった」

　クリームヒルトは「坊ちゃま」に作った料理をすべて覚えていたわけではない。それでも、いくつかのダイエット料理には確かに記憶があった。

「う、嘘……」

　後ずさろうとしたのだが、オスカーに手を取られて動けない。

「嘘ぉぉぉおおお!?」

　だから、驚きの声を上げるしかなかったのだ。

















第三章「ワインとお摘まみを召し上がれ」












「君が結婚してくれるなら、黒猫軒だけではない。あの通り一帯の再建を保証する」

　――これがオスカーの出した結婚の条件だった。

　ライニンゲン公爵家は王家に次ぐ資産家であるが、それにしたって行き遅れに掛ける金額ではない。

　だが、クリームヒルトに選択の余地などなかった。自分が結婚さえすれば黒猫軒だけではない。火事ですべてを失った人々が、もう一度再建の目途を立てられるのだ。

　だから、オスカーが「坊ちゃま」だと知り絶句していたものの、その条件を耳にして我に返り、飛び付いて「もちろんです！　坊ちゃま！」と答えた。

　求婚を承諾した三日後には、クリームヒルトはオスカーに勧められ、長年暮らした集合住宅を引き払い、陸軍宿舎でともに暮らすことになった。

　宿舎とは言ってもクリームヒルトが想像していたような、男臭く薄汚れた兵卒向けのそれではない。貴族階級の将校クラスの軍人は、皆王都の郊外に家族と暮らす一軒家――というよりは屋敷を支給されていたのである。

　身一つでその屋敷にやって来たクリームヒルトは、八年ぶりに目の前にした豪邸に息を呑んだ。

　三階建ての横広がりの様式で、玄関は古代の神殿を模している。部屋は最低十二あるのがアーチ型の窓の数から見て取れた。

「ぐ、軍隊ってお金持ちなんですね」

「ああ、確かに予算はたっぷり取っているようだな。だから、無駄に広い屋敷になる」

　オスカーは「行こう」とクリームヒルトの手を取った。

「えっ……」

　その手の大きさと指の長さ、サーベルや銃の訓練でできたであろう、男らしい節くれにドキリとする。

（男の人の手だわ。オスカーさんが坊ちゃまだなんて、まだ信じられない……）

　扉がゆっくりと開けられ中に案内される。執事と思しき年配の男性とメイドたちが、ずらりと並んで一斉に頭を下げた。

「旦那様、奥様、お帰りなさいませ」

「ああ、ただいま」

　貴族の生まれであるオスカーは慣れた様子だが、長年平民の暮らしをしてきたクリームヒルトは居心地が悪い。

「あのう、私はまだ奥様じゃないですが……」

「近いうちに結婚するのだから変わりないさ。使用人たちも今から慣れておきたいだろうしね」

「……」

　今更ながらにオスカーが陸軍の少佐であるだけではなく、ライニンゲン家の嫡男であり、将来公爵家を継ぐ立場なのだと思い知る。

（私、こんな家でオスカーさんの妻としてやっていけるの？　公爵夫人になるってことなのよ？）

　一気に不安になったがもう後戻りはできないのだ。唇を噛み締め心の中で「頑張るのよ」と呟く。

（今までずっと頑張ってきたでしょう？　そう、やってやれないことはないわ）

　これで黒猫軒だけではなく、通りが再建されるのなら安いものだった。

　――その夜は十一年ぶりにドレスアップし、オスカーとともに夕食を取ることになった。

　ドレスなど自分で着付けられるのだが、それではメイドたちの仕事を奪ってしまう。おとなしく身を任せて食堂に向かった。

　食堂は黒猫軒がすっぽり収まるほど広々としており、中央に長方形の十人がけのテーブルが置かれていた。食器やカトラリー類もセッティングされている。足元には手織りの隣国産の絨毯が敷かれており、「絶対に零さず食べなければ」と気を引き締めた。

　上座にいたオスカーは、クリームヒルトの姿を目の当たりにし、なぜか見開いたままかたまった。

「オスカーさん？　どうしましたか？」

「いや、その……」

　うっすら頬を染めつつ目を背ける。

「ドレス姿の君は久しぶりだと思って……とても綺麗だ」

　昼間に採寸したばかりだったのだが、大枚をはたいて速攻で仕立てさせたものらしい。栗色の髪によく合う赤紫のドレスで、胸元とスカートの裾のレースが華やかだった。

　自分では若すぎないかと気になっていたのだが、オスカーに褒められ途端に嬉しくなる。同時に、照れ臭くてまともにオスカーを見られなくなった。

「あ、ありがとうございます……。こんなに綺麗なドレスは久しぶりです……」

　メイドに向かいの席を勧められて腰を下ろす。間もなく一皿目の前菜の盛り合わせが運ばれてきた。子牛肉と豚ベーコンから作った白いソーセージ、ヴァイスヴルストとアスパラガスとトマトのチーズ焼き、固ゆで卵に緑のソースが添えられている。このソースは七種類の新鮮なハーブから作ったもので、爽やかでさっぱりした風味が特徴だった。

（わあ、すごく綺麗な盛り付け）

　ヴァイスヴルストの白とトマトの赤、固ゆで卵の黄色と緑のソースの色合いが美しい。この屋敷の料理人は盛り付けのセンスがあると感心した。

（この盛り付け、配置と色を覚えておこう）

　だが、すぐにもう二度と黒猫軒に戻ることも、料理人に復帰することもないのだと思い出す。公爵夫人が料理人と兼任できるはずがないのだ。

（仕方ないわ。自分で選んだ道なんだから）

　神に感謝の祈りを捧げ食事を始める。

　その間オスカーはずっとクリームヒルトを眺めていたが、メインディッシュの子牛のロストブラトル――炙り焼きがテーブルに載せられたところで、「やっぱり……」と呟きフォークを皿の上に置いた。

「クリームヒルト、君は貴族なんだろう？」

「えっ……」

「マナーや立ち振る舞いが平民のものじゃない」

「……っ」

「悪いとは思ったが、君について調査した。本当の君の名はただのクリームヒルトじゃない。クリームヒルト・フォン・ブルクハウス。ブルクハウス男爵の一人娘だろう？　十年以上前に失踪したその令嬢は、君そっくりの姿形をしていたと聞いている」

　咄嗟に反論できずに息を呑む。

　十四歳までは男爵令嬢として暮らしていたのだ。その間に身に着けたマナーと立ち振る舞いは、十年以上経った今でも染みついていたようだった。今までオスカー以外にバレなかったのは、知人友人は全員平民で、貴族の習慣など知らなかったせいだ。

　オスカーが立て続けに尋ねる。

「なぜ氏素性うじすじょうを偽っていたんだ？　なぜライニンゲン家のメイドを辞めて、王都で働くことになったんだ？　これから夫婦になるんだ。君が嫌ではないのなら聞かせてほしい」

「それは……」

　どうやらオスカーはクリームヒルトが公爵の不興を買い、追い出されたのだとは知らないらしい。

（オスカーさんもいい気分はしないだろうし、この辺は誤魔化しておこうかしら……ってちょっと待って公爵閣下はオスカーさんと私の婚約を反対しなかったの？）

　不安に思いつつも二十五歳までの半生を正直に語る。両親を亡くし、狒々爺ひひじじいどもから逃れるため、姓と身分を捨てて働きに出たこと。ライニンゲン家にメイドとして就職したこと。その後公爵から追い出されたとは言わず、適当に誤魔化しておこうと決めた。

　不安に思いつつも話を続ける。

「あの時はいきなりメイドを辞めてしまって申し訳ございませんでした。当時メイドではなく料理人になりたいと悩んでいた時期で、思い切って王都に行って就職しようと決めたんです。地方ではどうしても女性の働き口はメイドくらいしかなくて」

「なんだ、そうだったのか……」

　オスカーはほっと溜め息を吐いた。

「何も言わずに出て行ったので、てっきり嫌われたのかと……。あの頃の私は君に依存していたからな」

　だが、すぐに「そうか……」と呟きワインの水面に目を落とす。

「私は君をその道から引き離してしまったんだな」

「オスカーさん……」

「済まない、クリームヒルト。それでも、君を手放したいとは思えないんだ。初恋の相手だったからと言うだけじゃない」

「は、初恋!?」

　クリームヒルトが度肝を抜かれる間に、オスカーはクリームヒルトと再会するまでに何があったのかを語った。

「君がいなくなってからすぐに探そうとしたんだけど、結局何もできなくて絶望したよ。私はまだ子どもだったし、動かせる金もなかったからな。だから、まず軍隊で身を立てようと思ったんだ。ライニンゲン家の跡取りではない、私自身の地位がほしかった」

　陸軍に入隊し将校クラスともなれば、多額の給料が支給されるだけではない。社会的にも地位が高くなり人も動かせるのだ。

「だから、陸軍士官学校に入学した。幸い、教官は平民からの叩き上げで、陸軍にはライニンゲン家のコネもなかったから、身分を問わずにビシバシ鍛えられたよ」

（寄宿学校はあんなに嫌がっていたのに……）

　クリームヒルトを探すために入学したと聞いて、戸惑いに目を瞬かせるしかない。

「やっと君を見つけた時には、夢なのではないかと思った。君はまったく変わっていなかったからね。相変わらず美味しい料理を作っていて……。だけど、君は私をまったく覚えていなかった」

　思い出してくれないだろうかという期待と、クリームヒルトの料理にもう一度魅了され、黒猫軒に通い続けていたのだそうだ。

「も、申し訳ございません……。わ、私、生きていくのに必死で男の人どころじゃなくて……」

「君が仕事一筋でよかったよ。おかげで求婚できたんだから」

　オスカーは頬をうっすらと染めている。その表情にまだ「白豚坊ちゃん」だった頃の彼を思い出した。

（ああ、確かにオスカーさんは坊ちゃんだわ。坊ちゃんもこんな風に笑っていた）

　ずっと自分を慕ってくれていたのだと知って、胸がキュンとして思わず手で押さえる。

「あの、坊ちゃ……いいえ、オスカーさん。本当に私でいいんですか？　確かに私は貴族の血を引いてはいますが、もう何年も社交とは無縁でしたし、この通り行き遅れの年増ですし……。公爵閣下は私をどのように思われているのでしょう」

「お祖父様は反対しているな」

　オスカーはあっさりと打ち明けた。

「だが、私はもう君と結婚すると決めたんだ。君がいいんだよ、クリームヒルト。どうか君を妻にするという、私の夢を叶えてくれないか」

　公爵には反対されたが、現在説得中なのだそうだ。

「もし、それでも反対されるようなら、跡継ぎを辞退しようと考えている。代わりならいくらでもいるからね。アルフレートにくれてやってもいい。どうも私は公爵になるよりも、軍人の方が向いているみたいだからね」

　オスカーはすでに心を決めていると言い切った。琥珀色の瞳に浮かぶ光が強く煌めく。

（ちょ、ちょっと待って。跡継ぎの地位ってそんなに簡単に捨てていいものじゃないでしょう!?）

　責任の二文字がクリームヒルトの頭上に伸し掛かる。

（ああっ、どうしよう!?　まさか、私がオスカーさんの人生を狂わせるだなんて!?）






　――翌日、クリームヒルトは割り当てられた寝室で目を覚ました。

　家を出て平民として働き始めて以来、かたいベッドに煎餅布団だったので、天蓋付きの弾力のあるベッドと柔らかなキルトではかえって眠れなかった。

　結果、唸りながら寝返りを繰り返し、ようやく意識が途切れたのは午前三時。起きたのはクリームヒルト史上最遅の午前十一時だった。

　疲れでまだ意識が曖昧だったが、それ以上に、オスカーが自分との結婚を許されなかった場合、跡継ぎを辞退すると宣言した件で頭が痛かった。

（どう考えても辞めるなら私との結婚だと思うんだけど……）

　わざわざ年上の貴族らしくもない女がいいという、オスカーの趣味がよくわからなかった。

　のそりと起き上がり、朝食を取りに食堂に向かおうとして、そうだったとはっとする。

（既婚者や婚約者のいる令嬢は部屋に運んできてもらうんだった）

　貴族のマナーこそ身についているものの、この十一年身支度も食事の準備も自分でこなしてきたのだ。こんなところまで人を使うのにどうも躊躇があった。

　ともあれ、呼び鈴を鳴らしメイドを呼ぶ。待機していたのか間もなく扉が二度叩かれた。

「入ってちょうだい。その、朝食を取りたいんだけど……」

「かしこまりました。お部屋にお運びしましょうか？　それとも食堂で？」

　オスカーが屋敷にいるのなら、一緒に夕食を取ろうと思ったのだが、陸軍の演習のために夜も空けぬ間に出掛け、夕方まで戻らないのだと知らされる。

「じゃあ、ベッドでの方がいいかしら」

「それから、奥様がご希望でしたら、厨房に入ってもよろしいそうです」

「えっ……？」

　思い掛けない選択肢に目を見開く。

「厨房に入ってもいいって、自分で料理してもいいってこと？」

「はい。この屋敷の料理人は宗教上の関係で、土曜日が休日となっております。今日はその土曜日に当たるので……」

「なら、自分で作るわ！」

　料理が許可されていると聞き、力が漲るのを感じる。

「肉はどんな種類があるの？　魚は？　野菜は？　果物は？　調味料は？」

「はい、一通り揃っております。料理人が予定している料理の食材以外は、何を使っても構わないとのことです」

　嬉々としてメイドに身支度を整えてもらい、その上からもらったコック帽とエプロンをつける。

　案内された厨房を目にし、その完璧な設備に二度舞い上がった。

（すごい……！　最新式の石炭コンロとオーブン！　鍋もフライパンも大・中・小！　包丁も肉用、魚用、野菜・果物用が全部揃っている！）

　黒猫軒も顔負けである。

　まずは手を汲み置きの水で洗うと、嬉々として調理に取り掛かった。

（よし、オスカーさんの夕食を作ろう。お酒が好きだって言っていたから、お摘まみになるようなものを、たくさんの種類でちょっとずつがいいわ）

　何せまだ午前十一時なのだ。時間はたっぷりあった……はずだった。






　――午後六時を告げる教会の鐘の音が王都中に鳴り響く。

「嘘、もうこんな時間!?」

　クリームヒルトは盛り付けていた皿から顔を上げた。同時に、厨房の扉が叩かれメイドが現れる。

「奥様、旦那様がお帰りです。奥様はどこにいるのかと……」

「えっ、もう!?　ちょっと待っていてもらって！　それと、料理を並べるの手伝ってくれる？」

　メイドは中央にある広々とした調理台に、ところせましと置かれた料理を見渡して絶句した。

「全部奥様がお作りに……？」

「ええ、そうよ。結構時間かかっちゃった。あっ、ワインは白と赤両方用意してね」

　食堂のテーブルに二人がかりで皿を並べる。

　その後、急いでドレスに着替え、食堂にオスカーがやってくるのを待った。

　オスカーは一歩足を踏み入れるなり、目を見開いてテーブルを凝視した。

「……全部君が作ったのか？」

「それ、さっきメイドさんにも聞かれましたよ。さあ、座ってください」

　今夜のメニューは料理の国籍を問わず、酒に合うものを用意してみた。

　アンチョビを載せたトースト、オリーブオイルが隠し味のピリ辛のホタテのマリネ、トマトとモッツァレラのカプレーゼは、フェンツア王国で愛されている前菜だ。

　隣国フェランで人気の肉をペースト状にしたリエットは、茹でた野菜やパンに塗りつけて食べる。ゆで卵を半分に切ってレタスを添え、マヨネーズを和えたウフ・マヨネーズも同じ国のものだ。

　その他の料理はこの二国の料理をアレンジしてみた。サーモンのタルタルと舌平目のハーブ漬けを添えたもの、数種類のキノコのテリーヌ。焼いた子牛肉を一口サイズに切り分けたものには、ホースラディッシュのソースを掛けた。

　どれも貴族だからこそ味わえる、新鮮な肉と魚介類と野菜を使った一品だった。

　二人のグラスにワインが注がれる。

「乾杯」

　クリームヒルトがグラスを掲げると、呆気にとられていたオスカーも、ようやく笑って後に続いた。

「随分と作ったな」

「はい。久しぶりだったので思う存分腕を振るいました。さあ、召し上がってください」

　オスカーはまずサーモンのタルタルを口に入れた。

「いけるな。塩味とソースがいいバランスだ」

「タルタルは味を薄めにしたんです」

　クリームヒルトはキノコのテリーヌを口に入れる。黒猫軒で働き続けることができていたら、いつか作ろうと思っていた料理だった。

　オスカーは演習後で空腹だったのか、次々と皿を空にしていく。

「生のホタテは初めて食べた」

「私もです。明日だと生では危ないかも知れないので、思い切って今日のうちに使っちゃいました」

「いい判断だ」

　前菜だけの食卓だったのだが、たくさん種類があったからだろう。すべてを食べ終える頃には、二人の胃はすっかり満たされていた。

　オスカーがもう何杯目かわからないワインを傾けつつ笑う。

「やっぱり君の料理が一番美味いな。黒猫軒が街で評判になるわけだ」

　オスカーは黒猫軒を再建するに当たって、周辺の市民らに聞き取り調査を行ったらしい。すると、皆「手頃で、美味しくて、量もたっぷり。あんなにいい店はない」と手放しで褒めていたのだという。何人かは力になりたいと、少額ではあるが寄付もしてくれたのだそうだ。

「そう、だったんですか……」

　クリームヒルトは胸が熱くなるのを感じた。

「本当に、黒猫軒だけじゃない。通りが再建されるといいです……」

　自分は二度と戻れなくとも、料理長や街の住人には、以前の暮らしを取り戻してほしかった。

　そう、確かに世の中は甘くはないが、同時に思いやりにも溢れている。ようやく精神的に少々余裕ができた今ならそう思えた。

「オスカーさん、ありがとうございます」

　テーブルに手をつき深々と頭を下げる。

「厨房を貸してくれたのは、私を勇気づけるためなんでしょう？」

　本来、貴族の御曹司の婚約者が厨房に入るなど許されない。それどころか、働くことなどもっての外だろう。なのに、オスカーは貴族としての体面よりも、クリームヒルトの気持ちを重視してくれたのだ。

（オスカーさんは優しいんだわ）

　いつかのオスカーの台詞が脳裏に蘇る。「自分のことしか考えない僕なんて、僕自身が嫌なんだ」――ずっと昔なのにこの一言だけははっきり覚えていた。

　姿形はすっかり変わったが、やはりあの「坊ちゃま」なのだと嬉しくなる。

「喜んでもらえたのならよかった」

　男性らしい鋭利な線を描いた頬がほんのり染まる。

「……君は料理をしている時が一番生き生きしている」

　オスカーはその姿を見るのが好きだったのだそうだ。

　一方、クリームヒルトはどういうことなのかと首を傾げた。

「私、ライニンゲン家にいた頃、オスカーさんに調理しているところを見せたことなんてありましたっけ？　お出ししたとは思うんですけど……」

　まったく記憶にない。

　すると、オスカーは気まずそうにまたワインを呷った。

「まあ、そう多くはなかったが」

　どうも歯切れが悪い。

　食事を終え寝室に送られる途中、廊下であらためて尋ねてみても、はっきりした答えは返ってこなかった。

「衛生上の問題もあって、部外者は厨房には入れないようにしているんです。食中毒が起こったら大変ですから。だから、いつ入れたのかなって思って……」

　ワインで酔った頭で記憶を辿るのだが、やはりオスカーを厨房に入れた記憶はない。

「う～ん、私、その頃はまだ甘かったのかな。これから気を付けないと……」

　今夜は夜空に雲一つないのか、廊下の窓から月明かりが差し込んでいる。その光に照らされたオスカーの端整な横顔に、クリームヒルトの心臓がドキリと鳴った。どこか愁うれいを帯びた大人の男性の表情だったからだ。

（そんな顔、反則よ。……ドキドキしちゃうじゃない）

　まるで恋に落ちたようだと恥ずかしくなって目を逸らす。それから寝室までは互いに無言でただひたすら歩いて行った。

「じゃあ、お休みなさい。また、明日」

　なんとなく気まずく目を合わせられない。だが、「クリームヒルト」と名前を呼ばれて恐る恐る顔を上げた。

　琥珀色の真剣な眼差しに射抜かれドキリとする。

「オスカーさん……？」

「君がライニンゲン家にいた頃、よくこっそり厨房に忍び込んでいたんだ。私がいないところで君がどんな風に働いているのかを知りたかった」

　オスカーは「楽しそうだったよ」と苦笑した。

「料理をしている君は私といる時よりもずっと楽しそうで、人間の男でもないのに料理に嫉妬してしまったよ。でも、そんな君をずっと見ていたいと思ったんだ。……それだけ伝えたかった」

　腰を屈めたオスカーがクリームヒルトの頬にキスをする。その唇は夜風に冷やされたのか、冷たくほのかにワインの香りがした。

「お休み、クリームヒルト。次の土曜日を楽しみにしているよ。また美味い料理を食べさせてくれ」

「ま、待ってください……！」

　オスカーは身を翻し廊下を引き返そうとしていたのだが、気が付くとクリームヒルトはその服の裾を掴んでいた。

「ま、待って……」

　オスカーが驚いたようにクリームヒルトを見下ろす。

「どうしたんだ？　どこか具合でも悪いのか？」

（わ、私ったらどうしちゃったの!?）

　クリームヒルト自身にもなぜこんな行動を取ったのかがわからなかった。

「あ、あの……」

　それでも何かを言わなければと口を開く。だが、今夜は二人で四本以上もワインを空にしたのだ。そのアルコールが効いているのか、頭も呂律もうまく回らない。

「わ、私もです……」

　気が付くととんでもないことを口走っていた。

「私も、店でオスカーさんをこっそり見ていました。初めはアデーレがきっかけだったんですけど……」

（ちょっと何を言っているの！）

　慌てふためいたのだが一度口にした言葉は取り消せない。

「まさか年下だとも坊ちゃまだとも思っていなかったので、すごくびっくりしたんですけど、それでも……あの……ええっと……」

　ついに告白とともに自覚する。

「その……私もオスカーさんが好きです。オスカーさんみたいにずっと昔からってわけではないんですけど、坊ちゃまの頃から変わらないところがすごく好きです」

「クリームヒルト……」

　オスカーはクリームヒルトの頬に手を当てた。なぜか切なげな光りが琥珀色の瞳に瞬いている。

「私が援助しているからと言って、私を喜ばせる義務はないんだよ」

「い、いえ、そういうわけじゃなくて……」

　以前オスカーに金持ちの妾になって、代わりに資金提供をしてもらおうかと、冗談を言っていたのを思い出す。

（冗談でもあんなこと言うんじゃなかった……！）

　後悔したものの今更どうにもならない。どう誤解を解けばいいのかもわからない。

　つまり、オスカーはクリームヒルトを金で買い、クリームヒルトの自由を奪ったのではないかと、貴族の男性らしくもない罪悪感を覚えているのだ。

　たとえそれが事実だとしても、クリームヒルトも望んだことなのだ。苦悩する必要などないと思うのだが、オスカーの人柄が自分自身を許せないのだろう。ただ単に優しいだけではなく、人として誇り高い人物でもあるのだと再び惹かれる。

（ああ、こんなところで仕事一筋で生きてきたことが仇になるなんて）

　恋愛下手以前に経験が皆無なので、次の一手をどう打てばいいのかわからない。

（ああ、もう……！　もう言葉で伝えるのは無理だわ！）

　酔いに任せてオスカーの頬を両手で挟んで引き寄せる。

「クリーム――」

　ヒルトと名を呼ばれる前に、強引にその続きを唇で奪った。

　オスカーの目が限界にまで見開かれる。だが、抵抗する気配はない。

　生まれて初めての口付けは、やはりほのかなワインの香りがした。

　唇を離して目を逸らしつつ。「こ、こういうことです」と告げる。さすがに酔った勢いでも恥ずかしく、顔から火が噴き出そうだった。

「私、こんなことは好きな人にしかできません。これでも、私がオスカーさんに媚びて言っているんだと思うんですか？」

　オスカーの唇の端がわずかに上がる。

「……思わない」

　そして、次の瞬間背に手を回され、顎を摘ままれ上向かされた。そのまま唇を覆うように重ねられる。

「んっ……」

　クリームヒルトのキスは重ねるだけの初心なものだったが、オスカーは強引に唇を割り開いただけではない。舌先で歯茎をなぞられる。得体の知れないざらりとした感覚に、クリームヒルトの背筋がぶるりと震えた。

　思わずオスカーの軍服の上着のボタンを掴む。

　オスカーの舌が口内で生き物のように蠢いている。歯茎だけではなく舌先に舌先で触れられ、反射的に引っ込めようとしたのだが、逃すまいと言った風に絡め取られてしまった。

「ん……ぅ」

　心臓が恐ろしいほど早鐘を打っている。このまま胸を突き破って飛び出してしまうのではないか――そんな不安を覚えた次の瞬間、不意に唇が離れたかと思うと、腰と膝下に手を回され抱き上げられた。

「きゃっ！」

　思わずオスカーの首に手を回す。

　オスカーは扉を蹴って寝室に足を踏み入れた。

「お、オスカーさん!?」

「クリームヒルト、私に火を着けた君が悪い」

　真面目で照れ屋のオスカーとは思えない、恋愛小説の相手役の男性さながらの台詞だった。

　そのままベッドに放り投げられ、起き上がろうとしたのだが、すぐに両手首を掴まれ押さえ込まれてしまう。

　間近にある端正な美貌から目が離せなくなる。

　琥珀色の双眸を取り囲む睫毛が、思いのほか長いのを知って息を呑む。乱れ落ちた黄金の前髪も、品のいい鼻も薄い唇も、オスカーはこんな時でさえ何もかもが美しかった。

　クリームヒルトが見惚れる間に、再び唇を奪われる。だが、もはや苦しいとは感じなかった。

　オスカーの首に手を回して引き寄せる。

（ああ、私、この人が好き）

　もっとオスカー自身を知りたいと思う。

　オスカーもクリームヒルトが拒んでいないと悟ったのか、ゆっくりと体を起こし指先で唇の輪郭をなぞった。

「クリームヒルト……」

　唇から顎、顎から首筋を辿り、ドレスのボタンを外して行く。

　シュミーズとともにずり下ろされると、これまで誰の目にも晒したことのなかった、ミルク色の肌と豊かな乳房がふるりとまろび出た。

「クリームヒルト、なんて綺麗な肌なんだ」

　仕事も料理、趣味も料理だったので、手は切り傷と火傷の痕だらけだ。だが、厨房に閉じ籠もって料理していた分、肌はほとんど日焼けしていないので、シミ一つない。美容など気にしたこともなかったが、オスカーが美しいと讃える肌を維持できたことで、料理人をやっていてよかったと改めて思った。

（まさか、体を料理以外で使う日が来るとは思わなかったわ）

　一生独り身で料理人として生きていくつもりだったのだ。なのに、まさか「坊ちゃま」に再会し、婚約までするなんて、人生とは思い掛けない方向に流れていくものだと感慨深くなる。

　その感慨も片側の乳房を大きな手の平で包み込まれ、オスカーの体温を感じて一気に吹き飛んでしまった。

「あっ……」

　胸の頂にある薄紅色の頂を指先で弄られ、クリームヒルトの体がびくりと震える。

　オスカーは手の中で乳房を握り、揉み、その感触を楽しんでいるらしい。瑞々しく確かな弾力のある乳房が、オスカーの思うままに形を変える。

（なんだか、変な気分……）
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　指と指の間で頂を挟みギュッと押し潰されると、クリームヒルトは腹の奥がきゅうっとするのを感じた。目の奥から熱い涙が込み上げてくる。そんな自分を知られたくなくて、かたく目を閉じ愛撫の感覚に耐えた。

（嫌……じゃない。気持ちいいけど、ちょっと恥ずかしい……）

　不意にオスカーがクリームヒルトの顎を掴み上向かせた。琥珀色の劣情の光りを宿した眼差しに射すくめられ、クリームヒルトは息を呑んでオスカーを見上げた。

「お、オスカーさん？」

「目を閉じないでくれないか」

「えっ……」

「君には私をずっと見ていてほしいんだ。君を抱いているのは私なのだと知ってほしい」

　知っているも何もオスカー以外に有り得ないではないか――そう反論しようとした次の瞬間、顎をぐっと掴まれ唇を奪われた。

「んっ……」

「クリームヒルト、君の唇は甘い……。このまま食べてしまいたくなる」

　オスカーは欲望のままにクリームヒルトの歯茎を、口腔を、舌を貪った。数分が過ぎ、いったん唇を離しクリームヒルトの顔を覗き込む。

　二者の唇を明かりに煌めく唾液の糸が繋いだ。

　クリームヒルトの目の端には、すでにうっすらと涙が滲んでいる。オスカーはそんなクリームヒルトを見下ろし、唇の端に笑みを浮かべた。

「クリームヒルト、可愛いよ」

　再び唇を重ねる。

「ん、ん……」

「私がどんなに君に触れたかったか、君は知らなかっただろう？」

　二度離しまた重ねる。

「……ん」

　呼吸困難で死んでしまいそうだ。数分後、ようやく唇を解放され、クリームヒルトが大きく息を吸い込むと、オスカーが軍服を脱ぎ捨てるのが目に入った。

　ドレスと下着を剥ぎ取るように脱がされ、伸し掛かかられ、白く平らな腹が引き締まったオスカーの腹に潰される。その重みにせっかく吸った息が押し出された。腰と腰、足と足も密着し、逃げ出すことなどできなくなる。

　オスカーはクリームヒルトの首筋に唇を落とした。それだけではなく、白い肌を余すところなく辿り、数日は取れぬ赤い痕をつけようとしている。

「お、オスカーさんっ……」

　クリームヒルトが止める間もなく、オスカーは膨らみに唇を寄せ、まさかとはっとした時には、赤子のように胸に吸い付いていた。

「あんっ……」

　吸う乳を右に左にと変えるたびに、クリームヒルトの背筋が仰け反り引き攣る。同時にミルク色の肌にほのかに赤みが差し、体が熱を帯びるのが分かった。

　オスカーは一際強く右の蕾を吸い上げると、クリームヒルトはむせぶような吐息を漏らし、しなやかな腕でオスカーの頭を掻き抱いた。

「クリームヒルト……嬉しいよ」

　オスカーは体を起こし、クリームヒルトの頬を包み込むと、唇へだけのキスを落とした。その拍子にオスカーの前髪が零れ落ち、クリームヒルトの額にさらりと落ちる。クリームヒルトが肌のむずがゆさに身を捩った、

　その隙を見逃さず、オスカーは位置を変え、クリームヒルトの両足を大きく開いた。ぐ、と白い肉に指が食い込む。秘所を暴かれたクリームヒルトは、目を見開き必死に首を振った。

「ちょっ……」

「見ないで」と哀願したかったが、羞恥心にろくに声も上げられない。口にできぬクリームヒルトの気持ちなど理解しているだろうに、オスカーは更に力を入れ視線をそこに注ぎ込む。

　クリームヒルトは目に涙を溜めただ白い喉を晒け出した。愛撫で体の準備が整ったのか、蜜口が潤っているのが自分でもわかる。

（こんなの……誘っているみたい……）

　オスカーはその誘惑に抗うこともなく、秘所に顔を沈め舌を這わせた。

「あ……あっ」

　クリームヒルトが小さく叫び両手をオスカーの頭に当てる。必死に押し戻そうとするのだが、陸軍で鍛えた男の力に敵うはずもなく、か弱い抵抗にすらならない。

　クリームヒルトは片手で濡れて痕の散る胸を覆い、もう片手で声を漏らさぬよう口を押えた。だが、そうした努力もオスカーの前では何の役にも立たなかった。くちゅ、と隠微な水音が響き熱い舌がクリームヒルトの内部を探る。

「……っ」

　これまで誰にも許したことのない内に、ぬるりと入り込まれる感覚に肩が大きく震える。オスカーが舌で花唇を執拗に食み吸い付くと、「あっ」と囁くような吐息とともに蜜が滾々と沸き出した。

「あ……ふ。や……ぁっ」

　かすかな喘ぎ声に涙が入り混じる。クリームヒルトの頬にはいくつもの涙が零れ落ちていた。

「クリームヒルト……」

　オスカーが体を起こし再びクリームヒルトに伸し掛かる。クリームヒルトは「えっ」と絶句しオスカーを見上げるばかりだ。

「もっと私の名前を呼んでくれないか。もっと君の声が聞きたい」

「そ、そんなことを言われても……」

　オスカーに身も心も翻弄され、自分のコントロールをできないのだ。

　クリームヒルトが戸惑う間に、オスカーは力の緩んだその脚を膝で割り、間におのれの猛る分身を宛がった。「あっ」とクリームヒルトが息を呑みそれきり声すら失う。

　オスカーはクリームヒルトの腰を腰で押さえ、小刻みに震える手首をベッドに押し付け、ぐっと強直を処女地と押し込んだ。

「あ……あっ」

　クリームヒルトの目が大きく見開かれる。オスカーは苦しげに顔を顰めていたが、それでも徐々に、徐々に猛りを押し入れて行った。

　クリームヒルトはいくつもの涙を流しながら、「お、オスカーさん……」と呟くばかりだ。声は自分とは思えないほど弱々しく儚く、今にも消え入りそうだった。

　オスカーもクリームヒルトの懇願を聞き入れる気になったのだろうか。腰を一度引き束の間安堵させる。ところが次の瞬間、今度はぐ、と容赦なく突き出し、強直を根元まで一気に突き入れた。クリームヒルトの体の奥に耐えがたい痛みが走る。

（い、い、い、痛ぁい！）

「……っ」

　クリームヒルトは口を開けただ空気を求めた。しかし、その気すら唇を重ねたオスカーに奪われてしまう。

「ん……んっ」

　オスカーは長いキスののちに唇を離し、クリームヒルトの頬を愛しげに撫でた。その優しさと温かさに似合わず、情欲に燃える目は獲物を嬲る狼のそれだった。

「……私が君の中にいるのがわかるか」

「あ、あ……」

　クリームヒルトはただ喘ぐことしかできない。オスカーの琥珀色の瞳がぎらりと光った。

「名前を呼んでくれ、クリームヒルト」

　オスカーは再びおのれをクリームヒルトの深くにまで入れ直し、やがて腰を上下に動かし快楽を探し求める。

「……あっ……ああっ、…オスカーさん……っ」

　涙の入り交じる喘ぎ声に掻き立てられたのか、オスカーの動きがいっそう激しくなった。オスカーはクリームヒルトを繰り返し突き上げ、内側を掻き回し、時に唇を重ねて舌を絡ませる。漏れ出る蜜がオスカーの動きを助け、クリームヒルトには痛みと苦しみ、そして得体の知れない震えが与えられた。

「あっ……あっ……あっ……オスカーさんっ……」

　オスカーはその間にも張り出した乳房を掴み、揉みしだき、キスを繰り返す。汗と、喘ぎと、吐息が混じり、隙間もなく重なり合う体の上に、湿り気を帯びた気が立ち込める。

　やがて月が風に流れて来た雲に陰るころ、オスカーは低く呻きクリームヒルトを折れるほど抱き締めた。クリームヒルトの腰を不意に引き寄せ、より深くにまで突き入れ、更に奥にある扉をこじ開ける。クリームヒルトが「ああ」とようやくかすかな悲鳴を上げた瞬間、オスカーはおのれの熱をその深くで放った。






　――どこからか小鳥の鳴き声が聞こえる。

（ああ、早く起きて店に行ってお昼の仕込みをしなきゃ）

　今日の定食のメニューはなんの予定だったかと、ぼんやりした頭で起き上がり、妙な肌寒さを感じるのと同時に、全裸になっていると気付いてぎょっとした。しかも、肌のあちらこちらに赤い痕が散っている。

「な、何これ!?」

　続いて隣に眠るオスカーに気付き、更に度肝を抜かれる。

（ちょ、ちょっと待って。落ち着いて。昨日何があったんだっけ？）

　記憶を辿り夕食でオスカーと一緒にワインをさんざん飲んで、酔った勢いでキスしただけではない。体を重ねたのを思い出した。

「そ、そうだった……」

　その証拠に足の狭間に痛みと違和感がある。

　まだ結婚もしていないのにと自己嫌悪に陥ったものの、初めての突き抜けるような快感を思い出し、恥ずかしくなって立てた膝の上に顔を埋めた。

（はじめは痛かったけど、そのあとはすごく気持ちがよかった……）

　きっと相手がオスカーだったからだろう。好きな人だからこそ女の体は反応する――恋愛経験はなかったが、本能的にそれだけはわかっていた。

　ちらりと隣に目を向ける。オスカーはまだ目を覚ます気配はなかった。

（綺麗な顔……）

　思わず手を伸ばし額から頬に掛けて指先で辿る。

　前髪を下ろした無防備に眠るオスカーは、少年のように無邪気にあどけなく見えた。その寝顔を見るうちになんだかおかしくなり、オスカーの腕に抱きついて身を横たえる。

（番狂わせなんていくらでもある話じゃないの）

　今度は幾度もこうした夜を迎えられるのかと思うと、結婚も悪いものではないと思えた。

















第四章「おふくろの味を召し上がれ」












　――オスカーと婚約して瞬く間に数ヶ月の月日が過ぎた。

　オスカーはその間何度もライニンゲン家の領地の屋敷を訪れ、公爵にクリームヒルトを紹介したいと申し出たのだが、公爵はけんもほろろで会おうともしなかった。

　オスカーはひとまず一年間は説得し続けるつもりだが、以降は跡継ぎの座を諦めるつもりでいるとクリームヒルトに告げた。

　クリームヒルトはおやつの皿の上から顔を上げた。

「オスカーさんは本当にそれでいいんですか？」

　今日は料理人の休日の土曜日なので、クリームヒルトが厨房を使える。そこで、少々珍しいバウムクーヘンという菓子を作ってみたのだ。そのバウムクーヘンを居間でお茶といただいていたところだった。

　オスカーは長椅子の隣に腰掛けたクリームヒルトの肩を抱いた。

「二度と君を失いたくはないんだ」

　クリームヒルトもオスカーが公爵になろうと、ならなかろうとどちらでも構わない。いっそ無職でもまったく問題ない。自分が料理人に復帰して養えばいいのだと考えていた。

　だが、オスカーが自分との結婚のために、唯一の身近な家族を失うとなると、さすがに罪悪感を覚えて胸が痛む。

（オスカーさんはお祖父さんの期待に応えようと頑張っていたのに……）

　公爵にとっても孫息子を失うことになる。よほど情がない限りは辛い選択となるだろう。だからといって、クリームヒルトも身を引こうとは思えなかった。

（私だってオスカーさんが好きなんだもの）

　オスカーの肩に頭を預けながらそう思う。

（だけど、家族が離れ離れになるのはやっぱりよくないわ。私に何かできることはないかしら……？）






　翌日の午後、クリームヒルトはオスカーが演習で留守中に、こっそり屋敷を抜け出し、再建中の黒猫軒の様子を見に行った。

（わあ、すごい。まだちょっとしか経っていないのに……）

　黒猫軒があった通りは数ヶ月前までは焼け跡だったのに、もう再建を希望した店舗の基礎ができている。一階建ての店舗のいくつかはすでに壁のレンガを積んだり、漆喰を塗ったりする段階だった。

（やっぱりオスカーさんと婚約してよかったわ。私一人の力じゃどうにもならなかったもの）

　黒猫軒もすでに二階まで建てられている。再開するまでにもう半年もかからないだろうと思うと、感動に胸が熱くなった。

「クリームヒルト！」

　背後から名前を呼ばれ振り返る。

「あっ、料理長！　お元気でしたか？」

　同じく様子を見に来たのだろう。料理長が手を振っていた。

「ああ、この通りピンピンしているよ」

　建築途中の黒猫軒の前に立ち眩しそうに目を細める。

「もう一度やり直せるんだ。娘のためにも、俺自身のためにも、何より俺の味を愛してくれた皆のためにも、くたばってなんていられないぜ」

「それでこそ料理長ですよ！」

　黒猫軒が近いうちに再建すると聞き、かつての同僚のうちの何人かは、また働きたいと頼み込んできたのだとか。アデーレも戻ってくるとのことだった。

　失った命や財産は返ってこないが、まだ未来が残されていたのだと思うと、改めてオスカーへ感謝の念が湧いた。

　だが、料理長にとっての救世主とは、オスカーではなかったらしい。不意に真顔になったかと思うと、料理長はクリームヒルトに深々と頭を下げた。

「クリームヒルト、ありがとう。すべてお前のおかげだ。だが、俺に礼を言う資格があるのかどうか……。本当なら土下座しなけりゃならないのかもしれねえ」

「ええっ、土下座ってどうしてですか？」

「お前が狒々爺の妾になって、資金援助をしてくれるように頼んだんだろ？」

「はあ!?　いつの間にそんな話になっていたんですか!?」

　クリームヒルトが料理長に再建の話を持ち掛けた際、自分のかつて勤めていたライニンゲン家の者が、資金提供をしてくれるとは説明した。その話が何をどうやって狒々爺の妾になったに変化したのかと目を丸くする。

「いや、だって、お前、こっちになんの負担もないなんて、そんな一方的に都合のいい展開があるわけねえじゃねえか。ったら、アデーレがライニンゲン公はやもめの爺さんだって聞いて、その爺さんがお前を気に入って妾にするのと引き換えに、金を出したんじゃないかって噂になってよ」

「アデーレったら……」

　豊かな想像力に呆れて溜め息を吐くしかないが、そう誤解されても仕方がなかったと反省する。

「料理長、違うんですよ。私は妾ではなく婚約者になったのであって、相手は公爵閣下ではなくその孫息子のオスカーさんです」

「はあ!?」

　狒々爺の妾になるよりも思い掛けない真実だったのだろう。料理長の目が限界にまで大きく見開かれる。

「結婚って、結婚って、お前、だって相手は貴族なんだろ!?」

　クリームヒルトはそろそろ事情を打ち明けてもいいかと苦笑した。

（料理長にはずっとお世話になったし、変に同情されても嫌だしね）

「料理長、黙っていて申し訳ございません。私、実は実家が男爵家だったんです。貴族と言ってもたいしたことないレベルですけど」

　料理長はそんな馬鹿なと絶句し、クリームヒルトを穴の開くほど凝視した。

「お、お前が貴族だってぇ!?」

　かつてライニンゲン家を公爵に追い出された件だけは伏せ、両親が亡くなり身分も名前も捨て、王都に働きに来たのだと説明すると、料理長は「そんなことがあったのか」といたく同情してくれた。貴族出身と知っても今までの態度を変えず、部下扱いしてくれたのもありがたかった。

「まさかお前が男爵家のお嬢さんだったなんてなあ。正直全然そんな風には見えねえよ」

「でしょうね。もう十年以上働いてきたんですから」

「それでお前、公爵家の坊ちゃんとやっていけるのか？」

「その辺は昔取った杵柄で大丈夫だと思うんですけど、黒猫軒で働けなくなるのはちょっと寂しいですね……」

　オスカーは週に一度厨房を貸してくれるので、料理はできるし新しいレシピも開発できる。だが、その成果を味わってくれるのはオスカー一人でしかない。できれば大勢の人々に試してもらいたかったのだがと遠い目になる。

「料理長、実はオスカーさんは厨房を貸してくれていて、そこで新しいレシピをいくつか考えたんです。お店が再開したら使ってもらえませんか？」

「ああ、そりゃあ構わねえし、むしろ頼みたいくらいだ。お前のアイデアは俺には思い付かないものばかりだからな。だけどよ、やっぱりお前が作ったほうがいいと思うんだがなあ……」

　料理長はクリームヒルトの引退を心から残念に思っているらしい。それだけ認められていたのだと思えて嬉しかった。

「時々お忍びで遊びに行きますから、その時に味見させてくださいよ」

「ああ、そんなのお安いご用だよ。しかし、お前はせっかくここまで来たのに、辞めるなんてもったいねえなあ」

　挨拶をして料理長と別れ街をぶらぶらと歩く。

　大通りではまだ市場が開催されており、軒を連ねる屋台を見て回った。

　川で獲れたばかりのマスやサーモン、貝類を無造作に並べた魚屋に、ジャガイモやタマネギやキャベツを樽に突っ込んだ八百屋。麻袋に輸入品のスパイスや国産のハーブを詰め込んで量り売りで売るスパイス屋。

　見るだけでこれらの材料で何を作れるか、どんな組み合わせなら美味しくなるかと、アイデアが次々と脳裏に浮かぶ。

　だが、これからはオスカーのためだけに作るのだと、無理矢理頭から振り払って市場をあとにした。

（いつまでも未練がましいのは私らしくないわ）

　オスカーの屋敷に戻ろうと、近道で川に掛けられた橋を渡る。半分まで来たところで強い風が吹いたかと思うと、飛ばされてきた新聞が顔にぺたりと張り付いた。

「きゃっ！　何よ、もう」

　引き剥がした新聞に何気なく目を通してはっとする。

　片隅に見逃せない記事があったからだ。

『富豪にして名門、ライニンゲン公倒れる！』

（ライニンゲン公ってオスカーさんのお祖父さんじゃないの）

　記事の内容は以下のようなものだった。

　ライニンゲン公が病に倒れ、もう長くないと噂となっている。しかし、跡継ぎである孫息子・オスカーとは現在確執がある。オスカーは身分違いの薄幸の美女と恋に落ち、その結婚を反対されているからだ。このままでは又甥のアルフレートが次期公爵となる可能性もある。だが、そのアルフレートも身持ちが悪く、ライニンゲン家を継ぐには甚だ不安だと。

（身分違いの恋人って私のことよね。薄幸の美女ってところは違う気がするけど……）

　こうした平民向けの新聞は事実を脚色し、物語風に仕立て上げているので、どこからどこまでが真実かわからない。いずれにせよ、クリームヒルトにとって愉快な内容ではなかった。

（アルフレートってあの意地悪なアルフレート様でしょ？　オスカーさんが公爵にならなくてもいいけど、あんな人が次期公爵になるなんて面白くないわ）

　それ以前に公爵が倒れた件が気になった。

（公爵閣下っておいくつだったかしら？　私がライニンゲン家を出た頃には、六十代くらいだったと思うから、もう七十歳くらいかしら？）

　なら、病ではなくともいつ亡くなってもおかしくはない。

　新聞をぐしゃりと手の中で握り潰す。

（……やっぱり仲違いしたまま別れるのはよくないわ）

　生きてさえいればいずれはやり直す機会が訪れる。だが、死んでしまえばもう何もできないのだ。

（なんとかならないかしら？　ああ、そうだわ！）

　クリームヒルトは名案に心の中で手を打った。

　――その夜、夕食の席でオスカーに新聞を手渡し、公爵が倒れたとは本当かと尋ねると、オスカーは溜め息を吐き「その通りだ」と答えた。

「だが、深刻な病というわけではない。どうも風邪を引いて弱っているようで……」

「お見舞いには行かないんですか？」

「どうしようかと迷っている。君との結婚を反対されていて気まずいし、お祖父様も私の顔は見たくもないのではないかと思ってね」

「そんなはずがないでしょう！」

　思わずテーブルに手をつき立ち上がっていた。

「公爵閣下にとってオスカーさんはたった一人のお孫さんで、息子さんの忘れ形見なんですよ。会いたくないはずがありません」

「お見舞いに行きましょう」と力強く提案する。

「私も一度公爵閣下にお会いしたいと思っていたんです」

「だが、お祖父様は君に会わないと言っていて……」

　クリームヒルトはにっと笑って「婚約者としてではなく、侍女としてですよ」と笑った。

「侍女として……？」

「ええ、そうです。だったら問題ないでしょう？」






　――ライニンゲン家を訪れるのは約九年ぶりになる。

（まったく変わっていないのね）

　クリームヒルトは感心しつつ屋敷を見上げた。

　ライニンゲン家は二百年前に建てられ、なるべく外装を変えないよう、改修しつつ維持しているのだそうだ。それだけで保守的な一族であると見て取れる。

（閣下も反対されて当たり前よね。いくら貴族でも男爵家なんて、公爵家とでは雲泥の差だもの）

　通常、伯爵以上の貴族は政略結婚が当然で、十代後半にもなると婚約者が決められるケースがほとんどだ。オスカーにも二歳下の侯爵令嬢の婚約者がいたのだとか。

　ところが、その婚約者には他に好きな男性がおり、なんと強行突破で身籠もることで、婚約破棄に持ち込んだのだという。その破棄の直後にオスカーはクリームヒルトに求婚し、その噂が社交界にも広まったことで、公爵が新たな婚約者をあてがいにくくなっていたのだとか。

（オスカーさんは風邪を引いたって言っていたけど、多分寝込んだ原因の半分以上は心労よね。嫡男の結婚と家門の維持って貴族には最大の課題だもの）

　とにかく、今は公爵とオスカーとの仲違いをどうにかしなければならない――クリームヒルトは大きく頷き、割り当てられた部屋で黒髪の鬘を被った。

　今回、クリームヒルトはオスカーの婚約者ではなく、オスカー付きの侍女として紹介されていた。ならば、ライニンゲン家にも立ち入れるだろうと踏んだのだ。

　クリームヒルトの読みは当たり、すんなり通されただけではなく、滞在中の部屋まで与えられた。

（オスカーさんは今頃閣下とお話をしている頃かしら。喧嘩になっていなければいいんだけど……）

　暖炉の上の置き時計に目を向ける。

　クリームヒルトの部屋の扉が叩かれたのは、それから五分後のことだった。

「はい、どうぞ」

　少々疲れた顔のオスカーが姿を現す。

「閣下の具合はいかがでしたか？」

　オスカーはベッドの縁に腰を下ろすと、膝の上で手を組んで目を落とした。

「主治医は命を落とすことはないと言っている。だが、お祖父様本人がもうすぐ自分は死ぬと信じ切っているんだ。私が見てもただの風邪には思えないほどだった」

　オスカーは公爵に会うなり、クリームヒルトと別れてくれ、身分の釣り合う令嬢と結婚してくれと懇願されたのだという。強行に反対されたのなら突っぱねられるが、心身ともに弱った状態で泣きつかれ、何も言えずに困ってしまったと唸る。

「クリームヒルト、済まない。君と結婚すると断言できなかった」

　クリームヒルトはオスカーの隣に座り、よしよしと頭を撫でてやった。

「たった一人の家族なんですから当たり前です。増して、公爵閣下はお年寄りなんですし」

　オスカーは落ち込んでいるのか、おとなしくクリームヒルトに頭を預けていたが、やがて気まずそうに「……それでだ」と口を開いた。

「君に一つ頼みたいことがある」

「はい？　なんでしょう？　なんでもしますよ」

「――お祖父様が君に会いたいと言うんだ」

　さすがにこの頼みには絶句した。

「え、ええっ。どうして私と？　婚約者本人だってバレていませんよね？」

「それはないと思う。君は腹心の侍女だと伝えてあるから、きっと婚約者の君がどんな人なのかを聞き出したいんだと思う。女に溺れた私の言い分は当てにならないと言っていたからな……」

「そ、そうなんですか。私もなかなかややこしい立場ですね」

　だが、他ならぬオスカーの頼みなのだ。胸を叩いて「任せてください」と笑った。

「つまり、それとなく私の評判をよく伝えておけばいいんですよね？　できることはなんでもやってみようと思います。だって、私も憂いなくオスカーさんと結婚したいんですから」

「クリームヒルト……」

　琥珀色の瞳に甘い熱が宿る。

　オスカーは不意にクリームヒルトを抱き寄せると、額、目元、鼻、頬、顎にキスの雨を降らせ、最後に唇をそっと重ねた。

「……ん」

　オスカーの体温を感じながらクリームヒルトは思う。

（難しいだろうけど、なんとか許してもらいたい。オスカーさんと一緒に幸せになりたい）

　そのためにはなんでもするつもりだった。






　――翌々日、公爵の体調がある程度回復するのを待って、クリームヒルトはその寝室をメイドとともに訪れた。

「……入れ」

　メイドが扉を叩いて間もなく力ない返事があった。メイドは退室するように命じられていたらしい。クリームヒルトを残してさっさと立ち去ってしまった。

　オスカーとよく似た琥珀色の瞳が、ベッドからクリームヒルトに向けられる。だが、髪は九年前と違い、すっかり白くなっていた。

　以前は恰幅のよかった体格も、げっそりとして顔色も悪い。主治医はたいした病ではないと診断したそうだが、クリームヒルトにももっと深刻な容態ではないかと思えた。

（私がいた頃にはまだ黒い髪が残っていたんだけど……）

　少々気の毒に思いつつ、窓辺の椅子をベッドに引き寄せ、許可を取って腰掛けた。

「初めてお目に掛かります。クララと申します。オスカー様の侍女を務めております」

「そうか、お前が例の侍女か。……んん？」

　しばし首を傾げていたものの、「なかなか美人だな」と呟く。

　クリームヒルトはほっと胸を撫で下ろした。もうライニンゲン家を出てから九年も経っているからか、クリームヒルトの顔は記憶になかったようだ。もっとも、記憶にない以前に当時はメイドだったので、覚えられてすらいなかったのかもしれないが――

「お前はオスカーの愛人か？　何、恥じる必要はない。貴族の男にはよくある話だからな」

　いきなり核心に近いところを突かれてぎょっとする。だが、そこは平民の世界で十年以上生き抜いてきた図太さを生かし、「何をおっしゃいますか」と笑顔で柔らかに否定した。

「オスカー様は侍女に手を出すような方ではございません。公爵閣下が一番よくご存知のはずでは？　あの方は女性を弄ぶなどもっての外だと考えていらっしゃいます」

　公爵は「……確かにそうだな」と苦笑した。

「どうやらお前はオスカーをよく知っているようだ。……なら、頼みたいことがある」

　向けられた眼差しは弱った老人のものとは思えぬほど鋭かった。クリームヒルトが一瞬たじろいでしまったほどだった。

「オスカーと例の女を別れさせろ。報酬はいくらでもいい」

「ええっ……」

　まさか、そう来るとは思わなかったので絶句したが、めげてたまるかと奮起して「できません」と応えた。

「オスカー様のお望みならお聞きします。ですが、いくら閣下のご命令でも、オスカー様の意志に反することはできません」

　きっぱり拒絶しつつも公爵を哀れにも思う。

（閣下は今まできっと逆らわれたことなんてないんだわ）

　国王以外に頭を下げたことなどなかったのではないか。だから、孫息子であり跡継ぎの強硬な反抗に戸惑っているのだ。

「お前の身に危険が及んだとしてもか」

「ええ、できません」

　公爵の琥珀色の威圧感のある視線と、負けまいとするクリームヒルトの視線がぶつかり合う。

　最初に目を逸らしたのは公爵だった。

「……ふん。近頃の若い者は生意気だな。だが、そうか……。お前がオスカーに信頼される理由がよくわかった……」

　どうやら婚約者としてはともかく、人としては認められたようだった。

　クリームヒルトは公爵の顔を覗き込んだ。

「閣下、それほどオスカー様の婚約者がお嫌いなのですか？　どんな方かはご存知なのですか？」

「……嫌いというわけではない。……知りたくもない」

　公爵はオスカーの婚約者について、クリームヒルトという名前と、男爵家出身だということ以外は、何も知らないのだと呟いた。

「結婚にはお人柄も大事だと思うんですけど……」

「お前は何もわかっとらん」

　公爵の声に怒りが混じる。

「近頃は没落貴族が金目当てに商人の娘と結婚するだの、オスカーのように貴賤結婚を望むだの、とにかく世の中が乱れている」

「は、はあ……」

　乱れているというよりは世の流れだという気がした。

　この十年で産業界ではいくつもの革新があった。織物業や製鉄業が成長し、蒸気機関車が発明された。いまや遠方への移動は馬車ではなく、蒸気機関車が主流となっている。

　その流れで平民の中から事業を興し、成り上がる者が多く現れたのだ。クリームヒルトが女性では珍しく専門職の料理人になれたのも、産業と経済の発展で顕著になった労働力不足を、女性で補おうとする動きがあったからだった。

「貴族には守るべきものがあるのだ。家門、伝統、血統……。決して変えてはならん。まったく、オスカーは若いからかそれをわかっておらん。子どもの頃にはメイドにたぶらかされなんぞして……」

　クリームヒルトの背に冷や汗が流れる。オスカーをたぶらかしたメイドとは、自分に違いなかったからだ。

（お屋敷をクビになったのって、貴族出身だってバレたからじゃなかったの）

　それにしても、当時まだ子どもだったオスカーをたぶらかすなど、まっとうな感覚からすれば犯罪ではないかと思うのだが、確信のある発言からして根拠がないわけではないのだろう。

（私、子どもには興味がないんだけど、警戒したって当然よね。確かにあの頃は坊ちゃま……オスカーさんのそばにい過ぎたもの）

　ライニンゲン家を追い出され、料理人になるまでには苦労があったのだが、貴族の堅苦しさも知るクリームヒルトは、公爵になんの恨みも抱かなかった。

（高貴な方も大変なのね。閣下が倒れたのも年のせいだけじゃなくて、長年溜めたストレスもあるんじゃないかしら）

　興奮して主張するうちに疲れたのか、公爵はぐったりとベッドに身を沈めた。

「か、閣下、大丈夫ですか」

「ああ、なんとかな……」

「今日は何か召し上がりましたか？」

「いいや、まだだ。何も食べる気がしない」

　聞けばこの二日、水以外は口に入れていないのだという。

「いけませんね。食事は人間の、いいえ、動物の基本ですよ。野生では食べられなくなった者から死んでいくんです。長い絶食も体によくありません。いざお腹が空いて食べようとしても、胃が受け付けずに吐いて栄養を取れず、命を落としてしまうこともあるんですよ」

　死と聞いて公爵の琥珀色の瞳が再びぎらりと輝いた。

「……まだだ。まだ死ぬわけにはいかん。せめてオスカーが結婚するまでは……」

「なら、一口でもいいから何か召し上がりましょう」

「……うむ。そうするか」

　公爵がメイドを呼び鈴で呼び、食事を持ってくるよう言い付けると、間もなくジャガイモとキャベツ、牛すね肉を煮込んだスープが運ばれてきた。

「あら、栄養がありそうですね。よろしければお食事のお手伝いをしましょうか？」

「いい、食事くらい自分で取れる」

　このスープなら野菜、肉、水分、塩分を同時に取れる。悪くはない病人食だと感心していたのだが、漂ってきた湯気のにおいを嗅いだ途端、美味しそうと思うより前に違和感を覚えた。

（……？　なんだか変なにおいじゃない？）

　具材やスープの出汁のにおいではない。ニンニクに似ているがよりきつい。

「閣下、大変失礼いたしますが、そちらのスープ、もう悪くなっているのでは？」

「なんだと？」

　公爵はスプーンで掬ったところだったのだが、すぐに手を止め皿のスープの水面に目を落とした。しきりににおいを嗅いでいたのだが、判断ができなかったらしく眉を顰める。

「私にはわからないが……。最近嗅覚が鈍ってきたからな」

　クリームヒルトの一言で食欲を失ってしまったらしい。結局口を付けないまま再びメイドを呼んで皿を下げさせた。

「閣下のお食事はどなたが作っているのでしょう？」

「主治医の指導のもとにメイドが作っていると聞いた」

　なら、腐っているなど有り得ない。

（でも、やっぱりあのにおいは変よ。たまたまだったのかしら？）

　なんにせよ公爵がせっかく食事をする気になったのに、なんてことをしてくれたのだと腹立たしかった。

（ええい、こうなったら！）

　クリームヒルトはすっくと立ち上がると、「厨房をお借りしたいのですが……」と頭を下げる。

「ついでに食材をいただければありがたいです」

「厨房だと？　お前は何をするつもりなんだ」

「もちろん、料理です」

「侍女が料理だと？」

　公爵は狐に摘ままれたような顔をしていたが、疲れて問い質す気力もないのか、「……好きにするといい」と返した。

「ありがとうございます！」

　礼を述べ早速厨房に向かう。厨房では先ほどスープを運んできたメイドが、汲み置きの水で皿を洗っているところだった。

「あら、侍女様じゃありませんか。どうしたんですか？」

「ちょっと厨房を借りたいんですが……」

「ええっ!?　侍女様が料理ですか!?」

　メイドが驚くのも無理はない。侍女も貴族階級の女性が多く、主人の身の回りの世話はしても、料理をするなど有り得ないからだ。

　クリームヒルトはメイドが立ち去るのを見送り、調理台を前に「よし」と頷き腕を捲った。

　材料は大麦、余りもののソーセージ、白インゲン豆、キャベツ、ニンジン、鶏ガラである。

　一㎝角に切ったソーセージと野菜を鍋に入れ念入りに炒める。続いて水と鶏ガラ、ブーケガルニを入れ、軽く柔らかくなるまで火を加えると、挽き割りにした大麦を追加してグツグツと煮込んだ。

　メイドに話を聞いたのだろうか。オスカーが厨房にやって来たのは、スープがいいにおいを立て始めた頃のころだった。

「クリームヒルト、お祖父様のために料理をしているんだって？」

「ええ、そうなんです。流れでそうなっちゃって」

　オスカーはクリームヒルトが掻き回す鍋を覗き込んだ。

「これはなんて料理なんだ？」

「グラウペンズッペです。大麦のスープですよ。昔はよく作られていたんですけど、最近見かけなくなりましたね」

　大麦は小麦やライ麦に比べて味が劣るからだろう。それゆえに貴族には人気がないが、使用人の賄いにはまだ時折使われることがあった。

　だが、クリームヒルトは大麦には大いなる可能性があると信じていた。

「昔から大麦は風邪を引いた時に、とってもいい病人食になるって言われているんです。こうしてしっかり出汁で煮ると美味しいんですよ。あっ、よければ食べてみますか？」

　公爵と同じ琥珀色の瞳に甘い光が宿る。

「ああ、君が作るものならなんでも食べてみたい」

　クリームヒルトはスプーンでスープを掬い、ふうふうと熱を冷ますと、「どうぞ！」とオスカーの口元に差し出した。オスカーが「まるで子どもになった気分だ」と笑う。

「じゃあ、私はお母さん役になりましょうか。オスカー様、はい、あーん」

　グラウペンズッペは予想以上に美味しかったのだろう。オスカーは目を見開き「美味い」と大きく頷いた。

「素朴な風味で食べやすいでしょう？」

「ああ、お祖父様も気に入ってくれるといいんだが……」

　聞けば公爵は食通ではないのだが、食べたことのないものに挑戦することもない、保守的な味覚の持ち主らしい。先ほど口にしなかったスープは、主治医のレシピだったので、まだ我慢して食べていたのだとか。

「えっ、そうだったんですか。食べてくれるといいんですけどね」

　不安に思いつつもスープを皿に取り分け、オスカーとともに公爵の寝室へ戻る。

「なんだ、オスカー、お前も来たのか？」

「ええ、くり……クララの作ったスープのにおいに釣られまして」

「なんのスープだ？」

　公爵はグラウペンズッペのにおいが気になったらしい。

　クリームヒルトは公爵が億劫そうだったので、さり気なく手を添えて体を起こすのを手伝った。

「グラウペンズッペと申しまして、大麦を使ったスープです」

　公爵はクリームヒルトから皿とスプーンを受け取り、スープを見下ろし目を見開いた。

「これは……大麦か？」

「よくご存知ですね。確かに大麦です」

　一口食べ「これは……」と唸る。その後病人とは思えない勢いで、スープを平らげてしまった。これにはクリームヒルトもオスカーも驚いた。

「よかった。お口に合ったようですね」

　公爵はクリームヒルトに空になった皿を手渡し、再びベッドに横になって目を閉じると、「……懐かしい味だ」と感慨深げに呟いた。

「昔よく乳母が作ってくれた……」

「えっ、乳母様がですか？」

「ああ、そうだ。お前たちは知らないだろうが、ゼーンは今でこそ土地が豊かになり、小麦もライ麦も安定して収穫できるようになったが、私が若い頃はまだ大麦が穀物の主流だったんだ」

　もちろん、公爵は富豪の貴族の嫡男だったので、味のいい小麦のパンが主食だった。だが、まだ物心つく前から食べていた、このスープが一番好きだったのだという。

「あいにく乳母は私が十二歳で亡くなってしまった……」

　貴族では母親が健在だろうと、乳母が育てるのが慣例である。公爵にとっては乳母こそが母親だったのだろう。グラウペンズッペはおふくろの味だったのだ。

　公爵は不意に顔を上げると、そばに佇むクリームヒルトを見上げた。

「おい、クララと言ったか？　お前とオスカーはいつまで滞在するつもりだ」

「オスカー様の陸軍の演習が再開される二週間後までですが……」

　公爵は「そうか」と呟き、オスカーに目を移した。

「オスカー、当分結婚についてうるさくは言わない。代わりに、クララを当分借り受けたい」

「……!?」

　思い掛けない提案にクリームヒルトはオスカーと顔を見合わせた。

「お祖父様、理由をお聞きしてもよろしいですか？」

　公爵が「まだこのスープを食べたい」と答える。

「乳母が作ってくれたものとまったく同じ味なんだ。このスープを食べ続けていれば、体力を取り戻せる気がする」

　クリームヒルトはオスカーが答えあぐねる間に、先に「かしこまりました」と頷いた。

「くり……クララ!?」

　目を見開くオスカーを手で制する。

「グラウペンズッペだけでよろしいですか？」

「そのあたりはお前に任せる。もちろん、給金はオスカー以上に弾もう」

「ありがとうございます。では、早速明日から厨房に入りますので、コック帽やエプロンを用意していただけますか？」

　クリームヒルトがオスカーとともに自室に戻ると、オスカーは早速「クリームヒルト！」と、肩に手を置いて目を覗き込んできた。

「君は一体何を考えているんだ」

「……ちょっと気になったことがあって」

　医者の指示を受け作られた病人食から異臭がしたと告げると、オスカーの表情が一気に緊張し眼光が鋭くなった。

「ニンニク臭と言ったな？　それは確かなのか」

「はい。私、料理を仕事にしていましたから、においにも敏感になっているんです。お店で食中毒を発生させるわけにはいかないですから。もしかしたら主治医の先生がレシピを間違えるか、料理を作るメイドさんが腐った材料を使っているのかもしれません。だったら、放っておくとますます閣下が衰弱してしまいます。私なら絶対に間違えることなんて有り得ませんから」

「……ああ、そうか。君は味覚だけではない。嗅覚も鋭かったんだな」

「……わかった」と頷き、なぜか悔しそうに唇を噛み締める。

「オスカーさん、どうしましたか？」

「なんでもないさ」

　オスカーはクリームヒルトをそっと抱き締め、額に熱い唇を押し当てた。

「クリームヒルト、お祖父様を頼んだよ。私は二週間後には演習に行かなければならないが、代わりに一人護衛を付けておこう」

「えっ、護衛？　どうしてですか？」

　ライニンゲン家は何人もの衛兵に警備されている。不審者どころかネズミ一匹侵入するのも難しい。

「もちろん、君は私にとっての宝物だからだよ。男というのは人の宝物を奪いたくなる生き物だからね」

「もう、オスカー様ったら……。誰も私に興味なんてありませんよ」

　惚気そのものの台詞に頬が熱くなる。

　クリームヒルトはオスカーが過度の心配性なのだと苦笑したが、間もなくなぜオスカーが護衛を付けたのかを、不快感とともに嫌というほど理解する羽目になった。

















第五章「新黒猫軒へようこそ！」












　――クリームヒルトがライニンゲン家に滞在して一ヶ月が経った。オスカーはまだ演習中で、戻るのは一週間後になると聞いている。

　その間、驚くべきことなのだが、公爵の容態は著しく回復していた。

　あれほど痩せて青ざめていたのに、次第に顔色がよくなり、体に肉もつき始めている。

　やはり主治医のレシピに間違いがあったのだと、クリームヒルトは確信を深めていた。

（閣下が完全に回復するまでは、私が料理を担当した方がいいわね）

　ところが、公爵がようやく立ち上がれるようになった頃、ある招かれざる客がライニンゲン家にやってきた。

　――すっかり身持ちを崩したアルフレートだった。






　アルフレートの実家は子爵の地位をいただいている。また、数年前までは公爵から一部の事業を託されていたので、黙っていても何不自由ない金が入り、遊んで暮らせるはずだった。

　ところが、公爵の弟である祖父と父が亡くなって以来、悪い仲間と大金を掛けた賭け事にのめり込み、警戒した公爵に事業を取り上げられただけではない。金がないからと実家の屋敷を売り払ってしまった。現在は懇意にしていた女の家に転がり込んでいるのだという。

　アルフレートは出入り禁止だったらしいのだが、なぜか公爵の寝室にまでやって来た。

「やあ、大叔父様、お加減はいかがですか？」

　ちょうどクリームヒルトが公爵とともに、窓辺のテーブルで昼食を取っている最中のことだった。

「……何をしに来た」

　公爵が不機嫌を隠そうともせずに唸る。

「誰がお前をこの屋敷に入れた？　お前に渡す金は一ペニヒたりともないぞ」

「やだなあ。大叔父様、僕は純粋に見舞いに来たんですよ。もうちょっと優しくしてくれてもいいじゃありませんか」

　クリームヒルトはいつか読んだ新聞とメイドたちの噂話から、アルフレートの身持ちが悪いとはなんとなく認識していた。とはいえ、まさか真っ昼間から酒のにおいをプンプンさせるほど、徹底的に堕落していたとは思わなかったのでぎょっとした。

　アルフレートがクリームヒルトに目を留める。その粘着質な視線にクリームヒルトの背筋に悪寒が走った。

「おやおや、こちらの美女はどなたですか？　まさか、再婚するつもりになったなどとはおっしゃいませんよね？」

「そうだとしたところでお前には関係ない。帰れ。すでにライニンゲン家にお前の居場所はない」

「おお、怖い、怖い。情のない方はこれだから」

　アルフレートは肩を竦めつつ寝室を出て行った。

「あ、あの方がアルフレート様ですか？」

　クリームヒルトは信じられない思いで、音を立てて閉められた扉を眺めた。

　アルフレートはかつて底意地の悪い少年ではあったが、所詮子どもの意地悪さに留まっていた。だが、現在は堕落しただけではなく、邪悪な気配すら漂わせている。

　公爵が苦虫を噛み潰したような顔になる。

「ああ、不肖の又甥だ。あの男だけにはこの家を渡したくはない」

　確かに、アルフレートがこの家を継ぐことになれば、王家に次ぐ規模のライニンゲン家の財産が、瞬く間に使い果たされる未来しか見えなくなる。

「だから、オスカーにはしっかりとした家の令嬢を娶ってほしいのだが……」

（ああ、そうだったの……）

　クリームヒルトも苦い思いを噛み締めた。

　ゼーン王国では貴族に嫡男がいない場合、夫側の親族から男子を養子に迎えるに限って、家門の存続を認める法律がある。

　ライニンゲン家には直系では嫡男のオスカー、分家ではアルフレートしか男子がいない。オスカーが相続を放棄した場合、アルフレートしか選択肢がなくなってしまうのだ。

「あの男にこの家を渡すくらいなら、いっそ潰してしまえとすら思う。だが、ライニンゲン家には六百年の歴史がある」

「……オスカー様の婚約者を認めるわけにはいかないのですか？」

　一ヶ月料理を作り続け、献身的な介護を続けたからだろうか。公爵はクリームヒルトに徐々に心を許し、ぽつりぽつりとではあるが本音を言うようになった。

「何度も言っただろう？　……オスカー個人だけの問題ではない。その女も不幸になるから反対している」

　公爵は貴族の世界は平民の予想以上に保守的なのだと語った。

「あれほど愛していると言うくらいだから、私も一緒にさせてやりたいと思う。だが、今後を考えるとやはり認めるわけにはいかない。せめてオスカーがその女を妾にすると言えば、私も泣き落としをせずに済むのだが……」

　声音には公爵の苦悩が見え隠れしている。

　クリームヒルトも同じだけ深く重く悩んでいた。

　公爵と接する期間が長くなるほど、ただ頑固で身分の低い者を人とも思わぬ老人ではないことがわかった。それなりの根拠があっての意見なのだと、実感できるようになってきたからだ。

　正直、クリームヒルトとしては、社交界で多少虐められたり、噂を立てられる程度で、自分が潰れたりするとは思えない。平民の社会で食っていく方がよほど大変だからだ。とはいえ、経験がともなっての主張ではないので、公爵の意見を覆すだけの根拠がない。

（ああ、どうしよう。全員が納得できる解決法が思い付かないわ……）






　――その夜、クリームヒルトは月明かりを頼りに、庭園の薔薇園付近をのんびり歩いていた。

（どう考えても一番手っ取り早いのは、私が身を引くことだと思うんだけど……）

　だが、すでにオスカーに恋に落ちている上に、オスカーも承知しないだろう。何せ、八年間も初恋の相手の面影を胸に抱き続けた男なのだ。逃げたところでまた追ってくるに違いなかった。

　珍しい紫の薔薇に目を奪われる。

（あら、素敵。食卓に飾ったら素敵ね）

　薔薇の茂みが揺れて男が現れたのは、風が吹き、満月から最後の薄雲が取り払われたのと同時だった。

「だ、誰!?」

　すぐにアルフレートなのだと気付き、一気に警戒を強めて睨み付ける。

　一方、アルフレートはニヤニヤと笑いながらクリームヒルトとの距離を詰めた。

「今夜はいい月ですね。おっと、そんな顔をしないでくださいよ。何もするつもりはありませんから」

「……」

　信じられるはずもなく一歩後ずさる。

「なんのご用ですか？」

「ちょっとお話がしたいと思ったんですよ。クララさんとおっしゃいましたか。あなたはオスカーの侍女だそうですね。しかも、大叔父様にも信用されている。随分うまくライニンゲン家に取り入りましたね」

　どうもアルフレートは世の中の人間とはすべて、金目当てで行動しているものだと思い込んでいるらしい。言葉を返すのも腹立たしいので、クリームヒルトは沈黙を貫いた。

「おや、だんまりですか？　なるほど、オスカーによく訓練されているようですね。一体何を引き換えにされているのですか？」

　挑発されても口すら開かないクリームヒルトに痺れを切らしたのだろうか。アルフレートは卑屈な笑みを唇の端に浮かべつつ、「僕と取引しませんか？」と囁いた。

「取引……？」

「ええ、そうです。ぜひあなたにやってもらいたいことがある。もちろん、報酬は弾みますよ。それに、将来僕がこの家の当主になれば、あんな白豚のオスカーの愛人でいるより、よほどいい思いをさせてやれる。乗り換えてよかったと言わせてみせますよ」

　脳内で何かがブツリと切れる音を聞いた気がした。

（白豚……ですって？）

　だが、大声で抗議などはしない。冷ややかな目でアルフレートを見据える。

「今、オスカー様を白豚と申しましたね」

「ああ、そうだ。確かに見た目こそちょっとはシュッとしたが、いまだに中身は度胸のない白豚のままさ。あいつが僕より上だなんて有り得るはずがない」

　なるほど、アルフレートはオスカーが心身ともに成長し、国王にすら目を掛けられる存在になったと認められないのだ。

「アルフレート様、ご自分が恥ずかしいとは思わないのですか？」

　我ながら冷静な口調だった。

「あなたこそ白豚にしか見えませんよ。最近、ご自分の姿を鏡で拝見されましたか？」

　不摂生な食生活を送ってきたのだろう。アルフレートの肌色は不健康に青白く、ブクブクと太って以前の美少年の面影もなかった。

　図星を指されたからなのか、月明かりだけでもはっきりとわかるほど、アルフレートの顔色が真っ赤に染まる。

「この……！　侍女のくせに生意気な！」

　拳を振り上げクリームヒルトを殴りつけようとするアルフレート。

　ところが、間髪を容れずに、二人の間に黒い影が立ちはだかった。

　――オスカーだった。

　クリームヒルトはアルフレートと同時に声を上げた。

「オスカーさん!?」

「お、オスカー!?」

「さて、その白豚が舞い戻ってきたぞ」

　オスカーは腰からすらりとサーベルを引き抜いた。ピタリとアルフレートの胸に突き付ける。

「白豚程度の剣なのだから、簡単に避けられるだろう？」

　アルフレートの顔色がみるみる青ざめる。

　オスカーは士官学校で何年も訓練を受け、三年前同盟国フェンツアがその隣国に攻め込まれた時には、少佐として兵士を率いて出征している。それ以前に、体格からしてアルフレートが敵うはずもなかった。

　アルフレートは戦おののいていたが、それでも拳を振り上げてがなり立てた。

「ど、どうせ一族から追い出される立場のくせに生意気だぞ！　この家の当主になるのは僕なんだからな！」

　クリームヒルトは我慢できずに口を挟んだ。

「公爵閣下はそう見なしてはいらっしゃらないようですよ。あなたにライニンゲン家を渡すくらいなら、いっそ潰してしまった方がいいとおっしゃっていました」

　アルフレートの目が大きく見開かれる。

「う、嘘だ。たかが侍女に大叔父様がそんなことを打ち明けるはずがない」

「なら、そう思っていただいて構いません。あなたがどうなろうと私には関係ないことです」

　アルフレートは奇妙な唸り声を上げたかと思うと、脱兎のごとく身を翻して逃げ出した。「覚えていろ！　必ずお前たちを追い出してやる！」

　負け惜しみの捨て台詞が薔薇園に響き渡る。

　オスカーはその背を見送り、溜め息を吐いてサーベルを仕舞った。

「まったく、あいつはいつからああなってしまったんだろうな……」

　クリームヒルトの手を取り、「遅くなって済まなかった」と謝る。

「やっと戻った。他に困ったことはなかったか？」

「はい。ありません。護衛の方がいつも見張ってくれていたので……」

　クリームヒルトは首を小さく横に振って礼を述べた。

「オスカーさんが護衛が必要だって言っていたのは、アルフレート様が来るかもしれなかったからなんですね……」

「ああ、そうだ。お祖父様もあいつに手を焼いている」

「あのう、オスカーさん、気になることがあったんですけど」

　アルフレートが出入り禁止になっているのにもかかわらず、ライニンゲン家に易々と足を踏み入れた旨を告げる。

「多分、手引きをしている者がいるんだろうな」

　オスカーは眼光を鋭くして屋敷の公爵の寝室に目を向けた。

「手引きって一体誰が……」

「大方目星はついているが、まだ証拠がないから何も言えない」

（目星がついているって、一体誰がそんなことを……）

「クリームヒルト」

　オスカーは名前を呼んだかと思うと、クリームヒルトの頬を包み込んで唇を奪った。続いて頬にも口付け、再び唇を重ねる。

「んっ……。ちょっ……オスカーさん！」

　アルフレートを引き入れたのは誰なのか、なぜそんなことをしたのか、そんなことをしてなんの得になるのか――聞きたいことがたくさんあったのに、キスの甘さですべての思考が吹き飛んでしまう。

「クリームヒルト、まだお帰りなさいと言ってもらっていないよ。代わりにキスをくれるかい？」

　くれるも何ももう何度もキスをしているではないか。こんなことで誤魔化さないでほしい――そう訴えようにもまた唇を奪われ、逃げ場を失った言葉も吐息も、熱となって喉の奥に流れ落ちた。

「ん……」

（オスカーさんはずるいわ）

　そう思いながらも上着を掴んで口付けに応えてしまう。その光景を屋敷からある人物が眺めていたのだが、二人は互いの熱に夢中になっていたので、結局最後まで気付くことはなかった。






　公爵に「昼食ついでに話がある」と呼び出されたのは、オスカーがライニンゲン家に戻った翌日。

　クリームヒルトは何があったのかと首を傾げつつ、料理の皿を載せた台車とともに公爵の寝室へ向かった。

「失礼します」

「おお、いいにおいだな。今日のメニューはグラウペンズッペか？」

「よくわかりましたね。その通りです」

「お前の料理のにおいは大体覚えたからな」

　窓辺のテーブルに皿を並べつつ、椅子に腰掛けた公爵にちらりと目を向ける。

　近頃公爵はすっかり元気になり、庭園を散歩できるまでに回復した。この分なら当分代替わりはないだろうと胸を撫で下ろす。

　一方、あれからオスカーの結婚については、公爵はなぜかなんの言及もしない。沈黙が少々不気味だった。

　主に糧への祈りを捧げ昼食が始まる。

　公爵がライ麦パンを千切りつつ口を開いた。

「クリームヒルト、お前に好きな男はいるのか？」

「えっ……。そ、その……」

　不意に話を振られて動揺し、本名を呼ばれたのに気付かなかった。まさか、自分こそがオスカーの婚約者だとは、さすがに打ち明けられずに俯く。

「その反応はすでに決まった相手がいるということだな？」

　この質問には答えられそうだった。

「ええ、はい、一応……」

　公爵は珍しく機嫌がよさそうにカラカラと笑った。

「何も恥ずかしいことはないだろう？　思える相手がいるのは幸福なことだ」

「閣下は意中の女性や再婚の予定などはないのですか？」

「何を言っている。私はもうこんな爺さんだ。今更後妻なんて面倒なだけだよ。それに、すでにもうオスカーという立派な跡継ぎがいるからな」

「オスカーという跡継ぎ」という言葉に、クリームヒルトは思わず口の中のパンを、ろくに噛みもせずに呑み込んでしまった。

「い、今、なんておっしゃいました？」

「……オスカーを跡継ぎと言った。ようやく心が決まったよ」

　公爵はオスカーとその婚約者との結婚を、認めるつもりだと微笑んだ。

「で、でも、よろしいのですか？　お相手の身分は低いのでしょう？」

　あれほど身分違いは不幸の元凶だと主張していたのに、百八十度の方針転換にさすがに仰天する。

「ああ、確かにそうだ。若いお前にはわからないだろうが、老いた者が保守的になる理由は、それが一番いいと信じているからだけではない。恐ろしいのだよ」

「恐ろしい？」

「ああ、そうだ。変わるには相当の勇気がいる」

　ということは、勇気が出るきっかけとなった出来事があったのだろう。なんにせよ、オスカーとの結婚が認められたのは嬉しかった。

　それにしても、保守的だと自認していた公爵が意見を変えるほどなのだ。よほどの出来事だったのだろうと思うとどうしても気になる。

「閣下、一体何があったのですか？」

「内緒だよ、内緒」

　公爵は初めてクリームヒルトのグラウペンズッペを食べた時と同じ、いかにも嬉しそうな無邪気な笑顔になった。

「だが、そのうちわかる。いや、生きている間に、慶事が二つも続くとはありがたい」

　公爵が千切ったパンをグラウペンズッペに浸し、口に入れた次の瞬間のことだった。喉を押さえてそのまま絨毯の上に転がる。

「閣下!?　どうなさいました!?」

　公爵は全身を痙攣させている。

（た、大変。食中毒!?）

　だが、厨房は隅々まで消毒しており、厨房に出入りする際には必ず着替え、手洗いも欠かしたことはない。食材も念入りにチェックし、少しでも古くなったものは省いている。

（じゃあ、一体どうして……）

　戸惑いながらも扉を開け、廊下に向かって力の限り叫ぶ。

「だっ、誰か来てください！　閣下が、閣下が倒れたんです！」






　すぐさま主治医が駆け付け診察した結果、公爵はなんらかの毒を盛られ、このままでは命が危ないと告知された。

「ええっ、そんな。どうしていきなり!?」

　クリームヒルトはわけがわからず、頬を押さえてその場に立ち尽くした。

（だって、食事を取るまでは元気だったのに）

　まったく心当たりがない。

　せっかく散歩ができるほど回復し、結婚も認めてくれそうになったのに、突然の不幸に足元に底なし穴が開いたような絶望的な気分になった。

「クリームヒルト！」

　連絡を受け公爵の寝室に駆け付けたオスカーが、すんでのところで倒れそうになったクリームヒルトを支える。

「一体何があったんだ!?」

　それはクリームヒルトの台詞だった。

　オスカーの胸に縋り付き泣きじゃくる。

「わ、私にもわからないんです。いつものように一緒に食事を取っていたら、突然喉を押さえて倒れてしまって……」

「大丈夫だ、クリームヒルト。お祖父様は助かる」

「で、でも、あんなに苦しそうだったのに」

「……絶対に助かる。私が保証する」

　一体何を根拠に断言できるのかと、オスカーを問い詰めようとしたその時のことだった。

　大げさに扉が開け放たれアルフレートが寝室に押し入る。背後には三、四人の軍服姿の男たちが立っていた。

（……あの軍服ってライニンゲン領の防衛軍の兵士？　どうしてこんなところにいるの？）

　防衛軍は王国陸軍から派遣されており、その土地の警備を預かるのと同時に、火災の消火活動や治安維持の役割を担っている。治安維持には犯罪者の逮捕、拘束も含まれていた。だが、医療活動は担当ではないはずだった。専門的な知識が必要となるからだ。

　オスカーもこの状況には違和感を覚えたらしい。兵士の一人に「所属の部隊名と階級、及び姓名を名乗れ」と命じた。

「私はゼーン王国陸軍第三軍第一兵士団少佐、オスカー・カール・フォン・ライニンゲンだ」

　兵士の一人がオスカーの名前を知っていたらしく、ええっと声を上げてその場で直立不動の姿勢を取った。

「ら、ライニンゲン少佐!?」

「ここは私の祖父の屋敷だ。一体どの上官の命を受けてここに来た？」

　兵士はだらだらと冷や汗を流しつつも、アルフレートに呼び出されたのだと説明した。

「先ほど防衛軍基地に通報がございまして……。ライニンゲン公が倒れ、毒を盛られた疑いがある。犯人を逮捕してほしいと……」

「毒を盛られた？　犯人？」

　話が見えずに首を傾げるクリームヒルトに、アルフレートが指を突き付ける。

「その女が大叔父様に毒を盛ったんだ！　おい、そこの主治医、そうなんだろう？」

　主治医は公爵の手当を続けていたのだが、恭しく顔を上げ、「はい、恐らく毒物を盛られております」と頷いた。

「それも、即効性の毒物です。かなり強力な……」

　グラウペンズッペに毒物が混入されていたとしか思えない。犯行が可能なのはクリームヒルトしかいないと。

「ええっ!?　私!?　そんな、私じゃありません……！　だって、だって、せっかくオスカーさんとの結婚を認めてもらえそうだったのに！」

　わざわざ毒を盛るはずがない。

　アルフレートは突然犯人扱いされ、しどろもどろになったクリームヒルトを鼻で笑った。

「なら、なぜ大叔父様は倒れたのに、お前はピンピンしているんだ。自分の分には毒を入れなかったからだろう？　だから、僕は防衛軍を連れてきたんだ。おい、この女を逮捕しろ！」

「いいや、その必要はない！」

　オスカーはおろおろする兵士たちを一喝した。アルフレートを睨み付ける。刺し殺さんばかりの眼差しに、アルフレートは震え上がり、拳を振り回してがなり立てた。

「は、早くあの女逮捕しろ！　あの女以外有り得ないんだからな！」

　オスカーは少しも慌てず、ゆっくりした足取りで、公爵の横たわるベッドへ歩み寄った。

「どけ」

　主治医に下がるよう命じる。

　主治医は「で、ですが」と反論しようとしたが、オスカーの鋭い眼光を受け後ずさった。

　オスカーは腰を屈め公爵の顔を覗き込んだ。

「お祖父様、そろそろ起きてくださいますか。いい加減騒がしくなってきました」

「お前、何を言って……。大叔父様が目覚めるわけが……」

　眉を顰めるアルフレートの目の前で、公爵がのそりと体を起こす。

「ひ、ひいっ!?　そんな馬鹿な!!」

　主治医が絶句してその場に尻餅をついた。

　オスカーは「……やはりお前か」と低い声で唸る。

　一方、クリームヒルトは何が起きているのかまったく把握できず、公爵とオスカーの顔を交互に眺めるばかりだった。

（えっ!?　閣下は生きていらっしゃったの!?　お、オスカーさんはどうしてそれを知っていたの!?）

　公爵はベッドから立ち上がると、「毒を盛られたのは本当だ」と、何の感情もない声で告げた。

「ただし、盛られた皿は前もって取り替えておいたがな」

「……っ！」

　アルフレートが絶句し後ずさる。だが、背後には防衛軍が立ちはだかっていた。

　公爵は主治医をオスカーそっくりの、獲物を狙う鷹にも似た眼差しで見据えた。

「まさか、お前が裏切り者だったとはな……。アルフレートの阿呆に金で釣られたか？」

　主治医は絨毯の上にひれ伏し、「もっ、申し訳ございません」と土下座を繰り返した。

「あ、アルフレート様に当主になれば、すべての借金を肩代わりすると誘われ……！」

　アルフレートは「嘘だ！」と怒鳴った。

「ぼ、僕は何もしていない！　何も知らない！」

　だが、修羅場の一部始終を目撃した防衛軍が、アルフレートの身勝手な言い分を聞くはずもない。兵士の一人が「アルフレート殿、主治医殿、ご同行願えますか」と重々しい声とともに背後から拘束する。

「は、離せ！　離せえっ！　悪いのはオスカーだ！　オスカーが全部悪いんだ！」

　アルフレートは獣さながらに吠えていたが、訓練を受けた兵士に敵うはずもなく、そのまま医師とともに力ずくで連行されていった。

　あとにはぽかんと口を開けたクリームヒルトと、厳しい表情の公爵とオスカーが残された。






　のちにクリームヒルトが説明されたところによると、公爵が体調を崩しあれほど痩せ細っていたのは、なんと日々少量のヒ素を盛られていたからなのだそうだ。

「ひ、ヒ素って、ヒ素って、あのヒ素ですか!?」

「ああ、そのヒ素だ」

　オスカーはクリームヒルトの裸の肩を抱き寄せた。

　現在二人がいるのは王都の屋敷の温かいベッドの中だ。すでに劇場さながらの捕り物劇から一ヶ月が経っていた。

　帰るまでにこれほどの時間が掛かったのは、防衛軍によるアルフレートと主治医の取り調べに、被害者兼関係者として協力する必要があったからだ。そこで、クリームヒルトは今回の事件の概要を知った。

　――アルフレートは公爵の遺言状を書き上げ、毒殺し、オスカーから跡取りの座を奪い取るつもりだった。

　オスカーがクリームヒルトとの身分違いの恋に狂った、今こそが絶好の機会だと犯行計画を立てたのだという。当初は借金を抱えた主治医を抱き込み、食事にヒ素を盛り病死に見せかけようと企んだ。

　主治医はスパイスにヒ素を仕込み、そのスパイスを使って病人食を料理するよう、何も知らぬメイドに指示した。

　ところが、クリームヒルトが公爵の食事を作るようになり、計画に狂いが生じることになった。クリームヒルトの作る料理には、当然毒が盛られていないだけではない。水分と繊維質がたっぷりの食事が多く、それまで盛ったヒ素が体内から排出されてしまったのだ。

「お祖父様はその頃には何か盛られていると察していたようでね。屋敷には信用できる者がいないと、私に密かに捜査を頼んだ」

　公爵はオスカーにこう告げたのだという。

『見事犯人を突き止めたその暁には、お前とクララ……いいや、クリームヒルトとの仲を認めてもいい』

「ええっ!?　閣下は私の正体を知っていたんですか!?」

　うまく隠し通せていたと思い込んでいたので、いつ、どこでバレたのかと青ざめる。

「ま、まさか、最初からわかっていたとか？」

「いいや、そうではない。薄々疑い始めた頃に、君と私の逢い引きを目撃し、やっぱりそうだったのかと確信したようだ」

「あ、逢い引き？」

「薔薇園でキスをしただろう？」

　薔薇園という言葉にいつかのオスカーとの情熱的なキスを思い出す。

「み、見られていたんですか!?」

「ああ、バッチリと。お祖父様は視力がいいからな。百メートル先に立っていても、誰なのかわかると聞いたことがある」

「良すぎですよ……」

　穴があったら入りたい心境に駆られ顔を両手で覆う。だが、すぐに疑問を覚えて指の隙間からオスカーの目を見つめた。

「どうしてアルフレート様と主治医が怪しいと睨んだんですか？」

「近頃、ヒ素のような危険な毒物は、医師や技師などの専門職でなければ入手できなくなっている。あの辺り一帯でその資格がある人物は、あの主治医くらいしかいなかったのさ」

　そこから芋づる式にアルフレートが容疑者として挙げられたのだという。

「毒が閣下の皿に塗られていたと言っていましたけど、閣下がいつも同じ皿を使われていたからですか？」

「ああ。君も知っているだろうが、お祖父様は特注の食器しか使わない。だから、わざわざ料理に毒を盛らなくとも、皿に塗っておけば十分だというわけだ」

　オスカーは疑われているとは知らぬアルフレートと、主治医に二十四時間監視の目を付け、主治医がメイドに消毒液だからと偽って毒を渡し、皿に塗りつけるよう命じたとの報告を受けた。

「じゃあ、寝室でわざわざアルフレート様と主治医様を逮捕させたのは……」

「巻き込まれたメイドが犯人に仕立て上げられるかもしれなかったからね。それに、確実な現場を押さえたかった。だから、お祖父様に一芝居打ってもらったんだ。アルフレートが君に濡れ衣を着せるとも予想できたが、余りに見え見えすぎてそこまで愚かではあるまいと思っていたのだが……」

　実際にはアルフレートは予想以上に愚かだったということだ。そのために投獄され、殺人未遂を裁かれ、恐らく有罪判決を受けることになる。身内への殺人未遂の罪は重い。

　オスカーは溜め息を吐き、クリームヒルトの栗色の髪を掬い上げた。

「それ以外は大体の予想は当たっていたとも言える。この事件は、恐らく私ではなくとも簡単に解決できたと思う。今となってはお祖父様は結婚を許す口実がほしかっただけだという気がするよ」

「あの、オスカー様、それもよくわからないんですけど、閣下はどうして許す気になったんですか？」

　公爵はオスカーとクリームヒルトの身分の差をずっと気にしていた。貴賤結婚は不幸になるだけだと断言すらしていたのだ。その固定観念を覆した出来事とはなんだったのだろう。

「ああ、それはもうじきわかる」

「……？」

　頭を捻ってみたものの何も思い付かない。

「もうじきっていつですか？」

「そうだな。もうじき公表されると聞いている。私たちの挙式は体面上、お二人のあとになるな」

「お二人のあと？」

　摩訶不思議なキーワードに首を傾げる。

「まあ、今はいいじゃないか。やっとお祖父様に結婚を認めてもらったんだ」

　オスカーはクリームヒルトの手を引き、仰向けにするとすぐさま伸し掛かり、先ほどの情交でうっすら赤く染まった頬を撫でた。

「クリームヒルト、これから君と何度も愛し合えると思うと嬉しいよ」

　そう、自分たちだけではない。黒猫軒も何もかもがこれからなのだと思うと、輝かしい未来と幸福で胸が一杯になった。

「……オスカー様、大好きです」

　愛を告げるのももう恥ずかしくはなかった。

　オスカーの琥珀色の双眸が愛おしそうに細められる。

「クリームヒルト、君はいつも私が一番ほしい言葉をくれる」

　大きな手の平が後頭部に回される。

「私も君を愛しているよ、クリームヒルト」

　手を重ね合わせ互いの指を絡めると、そこからも思いが伝わる気がした。
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　オスカーは体を起こすと、クリームヒルトの両の太ももに手を添え、ゆっくりと、だが力を込めて脚を開いていった。

「あっ……」

　体温が一気に上昇するのを感じる。

　体の奥で恋情と劣情が入り交じり、一部は中でとろりととろけるのを感じる。

　オスカーは微笑みながら、クリームヒルトの足の付け根にそっと手を這わせた。指先でつぅと間を辿られると、体が引き攣ってシーツを握り締めてしまう。

「んっ……」

　続いて、自分でも触れたことのないところを爪で軽く掻かれ、体がビクリと震えて鼻にかかった声が漏れ出た。

「だ、め。あんっ」

　だが、当然ながらオスカーが止める気配は一向にない。

「ああっ」

　クリームヒルトは目を見開いて喉を仰け反らせた。かたい何かが中に入って来たからだ。感触からオスカーの指なのだとわかっても、何も言えずにただ喘ぐしかない。

「あっ……」

　くちゅっと嫌らしい、濡れた音がして、指がもっと入り込む。

「あっ。あんっ」

　すでに存分に潤っているからか痛みはそれほどない。それどころか、オスカーの長い指をするりと取り込んでしまう。中を指先で丹念に探られると、喉の奥からまたあられもない声が出た。同時に、外で一番感じる部分にも触れられて、わけがわからなくなってしまう。

　初めはピンと伸びていた足の爪先は、今はすっかり力を失っている。代わりに、オスカーがいいところを擦るたびに全身が痙攣した。

「ん……ふっ。あっ」

　またシーツを掴んだものの手に力が入らない。熱くなって何も考えられない。オスカーのこと以外何も考えたくない。

「あっ……そこっ……」

　頭の中がどんどんオスカーの色に塗り潰されて、繰り返し名前を呼ばれなければ、意識が飛んでしまいそうだった。

「クリームヒルト、君はやっぱり感じやすいな」

「そ、んなっ……」

　自分が感じやすいのではない。相手がオスカーだからこそと訴えたかったが、もはや声は声にならず熱い息だけが吐き出された。

　やがて、オスカーはクリームヒルトの中からずるりと指を引き抜くと、頬に手を添え唇の端に笑みを浮かべた。

「クリームヒルト、愛しているよ」

　言葉の意味を考える間もなく、指とは違う熱い何かがそこに宛がわれる。

　そして、次の瞬間、かたいものが肉を掻き分け、クリームヒルトの中に入ってきて呼吸が止まった。

「……っ」

　オスカーの二の腕を掴んで大きく息を吐き出す。すると、強張っていた体から力が抜けた。それでより入れやすくなったのだろう。オスカーはさらに腰を進めて、最後はベッドに腕をついて、ぐっと奥へ一気に到達した。

「あ……んっ」

　瞼を閉じながらも悲鳴に近い喘ぎ声を上げてしまう。

「あ、つい……」

　隘路がオスカーでみっちり埋められているのを感じる。圧倒的な感覚に間近にあるオスカーの美貌が揺らいで見えた。

「……っ。締め付けるな」

　オスカーは腰を小刻みに揺らしクリームヒルトを内側からゆすぶった。それだけで背筋からぶるりと震えてしまう。

「あっ……あっ……そんな……」

　オスカーは大きく、そして激しく腰を動かした。ぐちゅぐちゅと出し入れされ、聞くに堪えない音と快感と、圧迫感が入り交じるのに耐え切れず、クリームヒルトはオスカーの体に手を回す。目からは溜まった涙が零れ落ちた。

「クリームヒルト……」

　その涙をオスカーが唇で吸い取る。

「私、すごく、幸せ、です……」

　やっとの思いでそう告げると、オスカーはクリームヒルトを抱き締め、息も止まらんばかりの力を込めた。

「私もだよ、クリームヒルト。君こそが私の幸福だ」






　――ゼーン王国の第二王子の挙式が開催され、盛大な馬車でのパレードが行われたのは、オスカーが予告したとおり事件解決から半年後。晴れた空が爽やかな夏の日のことだった。

　新郎新婦が乗る黒塗りの馬車の前後には、馬に乗った正装の兵士たちがずらりと列を描いている。馬車の窓からは第二王子とその妃が、国民に向かって笑顔で手を振っていた。大通りの両脇を埋め尽くした市民らが、祝福の声と花弁を馬車に投げかけている。

　白い清楚なドレスに身を包んだ妃は、今年二十三歳なのだそうだ。王族の花嫁となるには少々トウが立っている。その上、彼女は平民出身だった。

　平民とは言っても鋼鉄王と呼ばれる、実業家の娘でありただの平民ではない。それでも、ゼーン王国の王族が王侯貴族以外と婚姻を結ぶのはこれが初めてだった。

　第二王子は同じ年の妃と結婚するために、なんと十八歳から五年掛けて国王を説得し、結婚に至ったのだという。

　婚約が公表されるなりそのロマンチックなシンデレラ・ストーリーは瞬く間に世間に広まり、熱狂的に歓迎されて今日に至った。

「なるほど、そういうことだったんですね……」

　クリームヒルトは新・黒猫軒の窓から、野次馬で賑わう大通りの様子を眺めていた。

　確かに、王族が平民と結婚するともなれば、孫息子が元男爵令嬢と結婚するくらい構わないかと思えるのかもしれない。

　いずれにせよ、タイミングよく結婚してくれたことがありがたく、クリームヒルトは第二王子夫妻には一生頭が上がらなそうだった。

「オスカーさん、お味はいかがですか？」

　パレードよりもメシとばかりに混み合う店内の片隅で、シュニッツェルをぱくつくオスカーに声を掛ける。

「うん。美味い。これで一週間後の英気を養えそうだ」

　そう、一週間後はクリームヒルトたちが、挙式と披露宴を挙げることになっていた。

　なのに、なぜクリームヒルトはこんなところでコック帽を被り、エプロンを着け料理を運んでいるのかというと、先月から週に二度ではあるが、黒猫軒に料理人として復帰したからだった。

　――これはオスカーの希望だった。

　クリームヒルトは多くの人々のために、料理を作っている時が一番輝いている。いつまでも輝き続けてほしいと、そう言ってくれたのだ。

　未来の公爵夫人が料理人など前代未聞だ。だが、まさかオスカーの婚約者が、大衆食堂で働いているとは思わない。おかげで以前と変わらず快適に働けていた。

「ああ、そうだ、クリームヒルト。一つ相談があるんだが……」

「はい、なんでしょう？」

　クリームヒルトが腰を屈めると、オスカーは耳元にこう囁いた。

「一足早くお祖父様が明後日王都にいらっしゃるんだ。それで、君のグラウペンズッペが食べたいと強請るから、この店に来るといいと言っておいた」

「え、ええっ!?　閣下がいらっしゃるんですか!?　オスカーさん、ばらしちゃったんですか!?」

「うん。だけど、お祖父様はまったく驚いていなかったよ。怒ってもいなかった。きっともう調査済みだったんだろうね。それ以上に、男は一度胃袋を掴まれると、なんでも許してしまうものなんだ」

「……」

　クリームヒルトは仰天したものの、すぐに落ち着きを取り戻し、極上の笑顔で「かしこまりました」と応えた。

「黒猫軒はどんなお客様も、午前十一時から午後二時、夕方五時から八時まででしたら、いつでもお待ちしております！」

　クリームヒルトの言葉にオスカーが愛おしそうに微笑む。

　その間にも引っ切りになしに客が訪れ、今日も黒猫軒は忙しい一日になりそうだった。
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